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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のモバイルデバイス（１０６）と第２のモバイルデバイス（１０７）との間でマル
チ加入者識別モジュール（ＳＩＭ）機能を開始する方法であって、マルチＳＩＭ機能は、
前記第１のモバイルデバイス及び前記第２のモバイルデバイスを共有連絡アドレスと関連
付け、前記方法は、
　前記第１のモバイルデバイスによって、
　セルラ通信ネットワークに、前記第１のモバイルデバイスの識別子及び前記第２のモバ
イルデバイスの識別子を提供する（４０２）ことと、
　前記第１のモバイルデバイス及び前記第２のモバイルデバイスに対するマルチＳＩＭ機
能の前記セルラ通信ネットワークによる開始を要求する（４１４）ことと、
　前記セルラ通信ネットワークから、前記マルチＳＩＭ機能が前記第１のモバイルデバイ
ス及び前記第２のモバイルデバイスに対して開始されたことのインジケーションを受信す
る（４２８）ことと、
　前記第２のモバイルデバイスに、前記第２のモバイルデバイスにプロビジョニングされ
ることになる組み込み型ＳＩＭ（ｅＳＩＭ）をダウンロードする命令を提供する（４３０
）ことであって、前記ｅＳＩＭは、前記マルチＳＩＭ機能をサポートするように構成され
ている、ことと、
　を含む方法。
【請求項２】
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　前記第１のモバイルデバイス（１０６）及び前記第２のモバイルデバイス（１０７）に
対するマルチＳＩＭ機能の前記セルラ通信ネットワークによる開始を前記要求する（４１
４）ことは、前記第２のモバイルデバイスにプロビジョニングされることになる前記ｅＳ
ＩＭが、前記第１のモバイルデバイスの前記ＳＩＭもマッピングされるモバイルディレク
トリ番号（ＭＤＮ）にマッピングされることを要求することを含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記第１のモバイルデバイスによって（１０６）、前記マルチＳＩＭ機能が開始された
ことの前記インジケーションを前記受信した（４２８）後、受信された電話通信要求のイ
ンジケーションを受信することを更に含み、前記第２のモバイルデバイス（１０７）も、
前記受信された電話通信要求の前記インジケーションを受信する、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　前記第２のモバイルデバイス（１０７）の前記識別子は、前記第２のモバイルデバイス
にプロビジョニングされることになる前記ｅＳＩＭと関連付けられた組み込み型集積回路
カード識別子（ｅＩＣＣＩＤ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のモバイルデバイス（１０６）によって、前記セルラ通信ネットワークが前記
第２のモバイルデバイス（１０７）にプロビジョニングされることになる前記ｅＳＩＭと
関連付けられた前記ｅＩＣＣＩＤを前記第２のモバイルデバイスのカードシリアル番号（
ＣＳＮ）にバインドすることを要求する（５１４）ことと、
　前記第１のモバイルデバイスによって、前記第２のモバイルデバイスにプロビジョニン
グされることになる前記ｅＳＩＭと関連付けられた前記ｅＩＣＣＩＤが前記第２のモバイ
ルデバイスの前記ＣＳＮにバインドされていることの確認を受信する（５２４）ことと、
　を更に含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記マルチＳＩＭ機能が開始されたことの前記インジケーション（４２８）は、前記ｅ
ＳＩＭをそれからダウンロードすることができるネットワークアドレスを含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　前記ｅＳＩＭをダウンロードする前記命令（４３０）は、前記ｅＳＩＭのセルラキャリ
アネットワーク以外のセカンダリ通信チャネルを介して提供される、請求項１に記載の方
法。
【請求項８】
　前記セカンダリ通信チャネルは、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）又はＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈのうちの１つである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ｅＳＩＭをダウンロードする前記命令（４３０）は、前記マルチＳＩＭ機能が開始
されたことの前記インジケーションを受信した（４２８）ことに応じて提供される、請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のモバイルデバイス（１０７）から、前記第２のモバイルデバイスにプロビジ
ョニングされることになる前記ｅＳＩＭのダウンロードを開始する命令（４３２）を受信
することと、
　前記セルラ通信ネットワークに、前記ｅＳＩＭのダウンロードを開始する前記命令（４
３２）を転送することと、
　前記セルラ通信ネットワークから、前記ｅＳＩＭを含むメッセージ（４３４）を受信す
ることと、
　前記第２のモバイルデバイスに、前記ｅＳＩＭを含む前記メッセージ（４３４）を転送
することと、
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　を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　プライマリモバイルデバイス（１０６）であって、
　加入者識別モジュール（ＳＩＭ）を記憶したユニバーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ）
と、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサによって前記プライマリモバイルデバイスに、
　　セルラ通信ネットワークに、前記プライマリモバイルデバイスの識別子及びセカンダ
リモバイルデバイス（１０７）の第２の識別子を提供させ（４０２）、
　　前記プライマリモバイルデバイス及び前記セカンダリモバイルデバイスに対するマル
チＳＩＭ機能であって、前記プライマリモバイルデバイス及び前記セカンダリモバイルデ
バイスを共有連絡アドレスに関連付けることを可能にする、マルチＳＩＭ機能の前記セル
ラ通信ネットワークによる開始を要求させ（４１４）、
　　前記セルラ通信ネットワークから、前記マルチＳＩＭ機能が前記プライマリモバイル
デバイス及び前記セカンダリモバイルデバイスに対して開始されたことのインジケーショ
ンを受信させ（４２８）、
　前記セカンダリモバイルデバイスに、前記セカンダリモバイルデバイスにプロビジョニ
ングされることになる組み込み型ＳＩＭ（ｅＳＩＭ）であって、前記ｅＳＩＭは、前記マ
ルチＳＩＭ機能をサポートするように構成されている、ｅＳＩＭをダウンロードする命令
を提供させる（４３０）、
　ように実行可能なソフトウェア命令を記憶したメモリと、を備える、プライマリモバイ
ルデバイス（１０６）。
【請求項１２】
　マルチＳＩＭ機能の前記セルラ通信ネットワークによる開始を前記要求する（４１４）
ことは、前記セカンダリモバイルデバイス（１０７）にプロビジョニングされることにな
る前記ｅＳＩＭが、前記プライマリモバイルデバイスの前記ＳＩＭもマッピングされるモ
バイルディレクトリ番号（ＭＤＮ）にマッピングされることを要求することを含む、請求
項１１に記載のプライマリモバイルデバイス（１０６）。
【請求項１３】
　前記ソフトウェア命令は、前記少なくとも１つのプロセッサによって前記プライマリモ
バイルデバイスに、
　前記マルチＳＩＭ機能が開始されたことの前記インジケーションを受信した（４２８）
後、受信された電話通信要求のインジケーションを受信させるように更に実行可能であり
、前記セカンダリモバイルデバイス（１０７）も、前記受信された電話通信要求の前記イ
ンジケーションを受信する、請求項１１に記載のプライマリモバイルデバイス（１０６）
。
【請求項１４】
　前記第２の識別子は、前記セカンダリモバイルデバイス（１０７）にプロビジョニング
されることになる前記ｅＳＩＭと関連付けられた組み込み型集積回路カード識別子（ｅＩ
ＣＣＩＤ）である、請求項１１に記載のプライマリモバイルデバイス（１０６）。
【請求項１５】
　前記ソフトウェア命令は、前記少なくとも１つのプロセッサによって前記プライマリモ
バイルデバイスに、
　前記セルラ通信ネットワークが前記セカンダリモバイルデバイスにプロビジョニングさ
れることになる前記ｅＳＩＭと関連付けられた前記ｅＩＣＣＩＤを前記セカンダリモバイ
ルデバイス（１０７）のカードシリアル番号（ＣＳＮ）にバインドすることを要求させ（
５１４）、
　前記セカンダリモバイルデバイスにプロビジョニングされることになる前記ｅＳＩＭと
関連付けられた前記ｅＩＣＣＩＤが前記セカンダリモバイルデバイスの前記ＣＳＮにバイ
ンドされていることの確認を受信させる（５２４）ように更に実行可能である、請求項１
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４に記載のプライマリモバイルデバイス（１０６）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、加入ＳＩＭを有するプライマリ無線デバイスからのアカウント情報を使用し
て、スマートウォッチなどのセカンダリ無線デバイスに無線通信のためのｅＳＩＭをプロ
ビジョニングすることを含む無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムの利用が急速に伸びている。更には、無線通信技術は、音声のみの通
信から、インターネット及びマルチメディアコンテンツなどのデータの伝送も含むまでに
進化した。
【０００３】
　モバイル電子デバイスは、一般的にユーザが持ち運ぶスマートフォン又はタブレットの
形式をとることがある。ウェアラブルデバイスは、モバイル電子デバイスのより新たな形
式であり、１つの例がスマートウォッチである。特定の種類のモバイル電子デバイスは通
常、無線通信能力が制限されることがあり、有線インタフェース又は短距離ポイントツー
ポイント技術のみを通じて通信をする能力を有することがある。したがって、そのような
モバイル電子デバイスは時に、スマートフォンなどのプライマリ無線通信デバイスと関連
付けられることがあり、長距離無線通信を実行するためにプライマリデバイスに依存する
ことがある。
【０００４】
　ウェアラブルデバイス及び他の制限されたモバイルデバイスがスマートフォンの通信能
力と同様の通信能力を提供することが望ましい。それゆえ、この分野における更なる改善
が望まれる。
　文献、Ｓｅｂａｓｔｉａｎ　Ｖｉｔｚｔｈｕｍ「ｏ２　Ｇｕｒｕ　Ｍａｒｉｅ　ｅｒｋ
ｌａｒｔ　ｉｍ　Ｖｉｄｅｏ：Ｍｕｌｔｉｃａｒｄｓ　ｖｏｎ　ｏ２　ｏｎｌｉｎｅ　ｋ
ｏｎｆｉｇｕｒｉｅｒｅｎ」、２０１３年８月、ｈｔｔｐｓ：／／ｂｌｏｇ．ｔｅｌｅｆ
ｏｎｉｃａ．ｄｅ／２０１３／０８／０２－ｍｕｌｔｉｃａｒｄ－ｋｏｎｆｉｇｕｒｉｅ
ｒｅｎ－ｕｎｄ－ｅｉｎｓｔｅｌｌｅｎ－ｖｉｄｅｏ－ａｎｌｅｉｔｕｎｇは、ウェブイ
ンタフェースを使用することによってＯ２マルチカードを構成するためにユーザが実行す
る必要がある工程の概要を提供する。
　文献、ｏ２ｄｅｏｆｆｉｃｉａｌ、「Ｓｏ　ｇｅｈｔ’ｓ：Ｍｕｌｔｉｃａｒｄ　ｖｏ
ｎ　ｏ２　ｋｏｎｆｉｇｕｒｉｅｒｅｎ　ｕｎｄ　ｅｉｎｓｔｅｌｌｅｎ：Ｔｉｐｐｓ＆
Ｔｒｉｃｋｓ」、ｙｏｕｔｕｂｅ、２０１３年７月１２日、ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｙ
ｏｕｔｕｂｅ．ｃｏｍ／ｗａｔｃｈ？ｖ＝ｆｕＳｓＺｅｘｗ５ＴＭ、は、ｙｏｕｔｕｂｅ
のビデオであり、基本的に、Ｓｅｂａｓｔｉａｎ　Ｖｉｔｚｔｈｕｍによる文献と同一の
開示を提供する。
　独国特許出願公開第２０／２０１５／１０２１９８号明細書は、グループデバイスから
プロファイルをダウンロードするためのデバイスを開示している。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、独立請求項によって定義される。従属請求項は、有利な実施形態を定義する
。
　とりわけ、加入ＳＩＭを有するスマートフォンなどのプライマリ無線デバイスからのア
カウント情報を使用して、スマートウォッチなどのセカンダリ無線デバイスに無線通信の
ためのｅＳＩＭをプロビジョニングし、ｅＳＩＭ及び加入ＳＩＭに対するマルチＳＩＭ機
能をアクティブ化するシステム及び関連する方法の実施形態が本明細書で提示される。
【０００６】
　第１のモバイルデバイスと第２のモバイルデバイスとの間でマルチＳＩＭ機能を開始す
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る方法が開示される。第１のモバイルデバイスは、セルラ通信ネットワークに、第１のモ
バイルデバイスの加入者識別モジュール（ＳＩＭ）の識別子及び第２のモバイルデバイス
のＳＩＭの識別子を提供してもよい。第１のモバイルデバイスは、第１のモバイルデバイ
スのＳＩＭ及び第２のモバイルデバイスＳＩＭに対するマルチＳＩＭ機能のセルラ通信ネ
ットワークによる開始を要求してもよい。第１のモバイルデバイスは、セルラ通信ネット
ワークから、マルチＳＩＭ機能が第１のモバイルデバイスのＳＩＭ及び第２のモバイルデ
バイスのＳＩＭに対して開始されたことのインジケーションを受信してもよい。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、第１のモバイルデバイスのＳＩＭ及び第２のモバイルデバイ
スのＳＩＭに対するマルチＳＩＭ機能のセルラ通信ネットワークによる開始を要求するこ
とは、第２のモバイルデバイスのＳＩＭが、第１のモバイルデバイスのＳＩＭもマッピン
グされているモバイルディレクトリ番号（ＭＤＮ）にマッピングされることを要求するこ
とを含んでもよい。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、第１のモバイルデバイスは、マルチＳＩＭ機能が開始された
ことのインジケーションを受信した後、受信された電話通信要求のインジケーションを受
信してもよく、第２のモバイルデバイスも、受信された電話通信要求のインジケーション
を受信する。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、第１のモバイルデバイスのＳＩＭ及び第２のモバイルデバイ
スのＳＩＭのうちの少なくとも１つは、組み込み型ＳＩＭ（ｅＳＩＭ）である。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、第２のモバイルデバイスのＳＩＭの識別子は、第２のモバイ
ルデバイスの組み込み型ＳＩＭ（ｅＳＩＭ）と関連付けられた組み込み型集積回路カード
識別子（ｅＩＣＣＩＤ）であってもよい。第１のモバイルデバイスは、セルラ通信ネット
ワークが第２のモバイルデバイスのｅＳＩＭと関連付けられたｅＩＣＣＩＤを第２のモバ
イルデバイスのカードシリアル番号（ＣＳＮ）にバインドすることを要求してもよい。第
１のモバイルデバイスは、第２のモバイルデバイスのｅＳＩＭと関連付けられたｅＩＣＣ
ＩＤが第２のモバイルデバイスのＣＳＮにバインドされていることの確認を受信してもよ
い。
【００１１】
　また、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）を識別する識別子を有するＳＩＭを記憶したユ
ニバーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ）と、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも
１つのプロセッサによってモバイルデバイスに、上記方法で説明された動作と同様の動作
を実行させるように実行可能なソフトウェア命令を記憶したメモリとを含むプライマリモ
バイルデバイスが開示される。
【００１２】
　また、組み込み型加入者識別モジュール（ｅＳＩＭ）を記憶するように構成されたユニ
バーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ）と、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１
つのプロセッサによって実行可能なソフトウェア命令を記憶したメモリとを含むセカンダ
リセルラ通信デバイスが開示される。ソフトウェア命令を実行することは、セカンダリセ
ルラ通信デバイスに、セルラ通信ネットワークから、ｅＳＩＭがセカンダリセルラ通信デ
バイスの識別子にバインドされたことの第１のインジケーションを受信させ、セルラ通信
ネットワークから、マルチＳＩＭ機能がｅＳＩＭ及びプライマリセルラ通信デバイスのＳ
ＩＭに対して開始されたことの第２のインジケーションを受信させ、ｅＳＩＭをＵＩＣＣ
にダウンロードさせ、セルラ通信ネットワーク上でセルラ通信を行うためにｅＳＩＭを利
用させてもよい。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、ｅＳＩＭの国際移動電話加入者識別番号（ＩＭＳＩ）及びプ
ライマリセルラ通信デバイスのＳＩＭのＩＭＳＩは、単一のモバイルディレクトリ番号（
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ＭＤＮ）にマッピングされてもよい。
【００１４】
　いくつかの実施形態では、第１のインジケーション及び／又は第２のインジケーション
は、プライマリセルラ通信デバイスを介してセルラ通信ネットワークから受信されてもよ
い。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、ＵＩＣＣは、組み込み型ＵＩＣＣ（ｅＵＩＣＣ）であっても
よい。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、ソフトウェア命令を実行することは更に、セカンダリセルラ
通信デバイスに、ＵＩＣＣに記憶された第２のｅＳＩＭを使用してセルラ通信を介してｅ
ＳＩＭサーバと通信することによって、ｅＳＩＭのプロビジョニングを要求させてもよく
、第２のｅＳＩＭは、制限されたセルラ通信能力を有する。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、ソフトウェア命令を実行することは更に、セカンダリセルラ
通信デバイスに、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を介してｅＳＩＭサーバ
と通信することによって、ｅＳＩＭのプロビジョニングを要求させてもよい。
【００１８】
　この「発明の概要」は、本文書で説明される主題のうちの一部の概要を、手短に提供す
ることを意図するものである。したがって、上述の特徴は、単なる例に過ぎず、いかなる
方式でも、本明細書で説明される主題の範囲を制限するものとして解釈されるべきではな
いことが、理解されるであろう。本明細書で説明される主題の他の特徴、態様、及び利点
は、以下の「発明を実施するための形態」、図、及び「特許請求の範囲」から明らかとな
るであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
　実施形態の以下の詳細な説明について以下図面と併せて考察すると、本発明の主題をよ
り良く理解することができる。
【００２０】
【図１】いくつかの実施形態に係る、セカンダリ無線デバイスを含む例示的な無線通信シ
ステムを示す。
【００２１】
【図２】いくつかの実施形態に係る、セカンダリ無線デバイスがセルラ基地局と直接通信
すること又はスマートフォンなどの中間若しくはプロキシデバイスのセルラ能力を利用す
ることのいずれかを選択的にすることができる例示的なシステムを示す。
【００２２】
【図３】いくつかの実施形態に係る、例示的なセカンダリ無線デバイスを示すブロック図
である。
【００２３】
【図４】いくつかの実施形態に係る、キャリアシステムを使用して、ｅＳＩＭをセカンダ
リ無線デバイスにプロビジョニングし又はマルチＳＩＭ機能を開始する例示的な動作を示
すフロー図である。
【００２４】
【図５】いくつかの実施形態に係る、クライアントポータルサーバで補足されるキャリア
システムを使用して、ｅＳＩＭをセカンダリ無線デバイスにプロビジョニングし又はマル
チＳＩＭ機能を開始する例示的な動作を示すフロー図である。
【００２５】
【図６】いくつかの実施形態に係る、ＳＭＳサーバを含み、クライアントポータルサーバ
で補足されるキャリアシステムを使用して、ｅＳＩＭをセカンダリ無線デバイスにプロビ
ジョニングし又はマルチＳＩＭ機能を開始する例示的な動作を示すフロー図である。
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【００２６】
【図７】いくつかの実施形態に係る、サインアップ手順を実施するように構成されたクラ
イアントポータルサーバで補足されるキャリアシステムを使用して、ｅＳＩＭをセカンダ
リ無線デバイスにプロビジョニングし又はマルチＳＩＭ機能を開始する例示的な動作を示
すフロー図である。
【００２７】
【図８】いくつかの実施形態に係る、修正されたｅＳＩＭサーバを有するキャリアシステ
ムを使用して、ｅＳＩＭをセカンダリ無線デバイスにプロビジョニングし又はマルチＳＩ
Ｍ機能を開始する例示的な動作を示すフロー図である。
【００２８】
　本明細書で説明される特徴は、様々な修正及び代替形態を受け入れる余地があるが、そ
の特定の実施形態を例として図面に示し、本明細書で詳細に説明する。しかしながら、図
面及びそれらに対する詳細な説明は、開示されている特定の形態に限定することを意図す
るものではなく、逆に、その意図は、添付の「特許請求の範囲」によって定義されるよう
な本主題の範囲内に収まる、全ての修正及び代替物を包含することである点を理解された
い。
【００２９】
　用語「～するように構成されている」は、ユニット／回路／構成要素が、動作中にタス
ク又はタスク（複数）を実行する構造（例えば、回路）を含むことを示すことによって構
造を暗示するために本明細書で使用される。したがって、ユニット／回路／構成要素は、
特定のユニット／回路／構成要素が現在動作していない（例えば、オンの状態でない）と
きでさえ、タスクを実行するように構成されていると言うことができる。「～するように
構成されている」という文言と共に使用されるユニット／回路／構成要素は、ハードウェ
ア、例えば、回路、動作を実施するために実行可能なプログラム命令を記憶したメモリな
どを含む。ユニット／回路／構成要素が１つ以上のタスクを実行する「ように構成されて
いる」との記載は、そのユニット／回路／構成要素について、米国特許法第１１２条（ｆ
）が発動されないことを明示的に意図している。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　頭字語
　以下の頭字語は、本開示で使用されるものである。
【００３１】
　３ＧＰＰ：第３世代パートナーシッププロジェクト
【００３２】
　３ＧＰＰ２：第３世代パートナーシッププロジェクト２
【００３３】
　ＣＳＮ：カードシリアル番号
【００３４】
　ｅＩＣＣＩＤ：組み込み型集積カード識別子
【００３５】
　ｅＳＩＭ：組み込み型ＳＩＭ
【００３６】
　ＧＳＭ：移動通信用のグローバルシステム
【００３７】
　ＩＣＣＩＤ：集積カード識別子
【００３８】
　ＩＭＳＩ：国際移動電話加入者識別番号
【００３９】
　ＬＴＥ：ロングタームエボリューション（Long Term Evolution）
【００４０】
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　ＬＴＥ－Ａ：ＬＴＥアドバンスト
【００４１】
　ＳＩＭ：加入者識別モジュール
【００４２】
　ＵＭＴＳ：ユニバーサル移動体通信システム（Universal Mobile Telecommunications 
System）
　専門用語
【００４３】
　以下は、本開示で使用される用語の用語集である。
【００４４】
　記憶媒体－様々な種類の非一時的メモリデバイス又は記憶デバイスのうちの任意のもの
。用語「記憶媒体」は、インストール媒体、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ、フロッピーディスク
若しくはテープデバイス、ＤＲＡＭ、ＤＤＲ　ＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＥＤＯ　ＲＡＭ、ラム
バスＲＡＭなどの、コンピュータシステムメモリ若しくはランダムアクセスメモリ、フラ
ッシュ、磁気媒体、例えばハードドライブ、又は光記憶装置などの、不揮発性メモリ、レ
ジスタ、又はその他の同様の種類のメモリ要素などを含むことが意図されている。記憶媒
体は、他の種類の非一時的メモリ、並びにそれらの組合せも含んでもよい。加えて、記憶
媒体は、プログラムが実行される第１のコンピュータシステムに位置してもよく、又はイ
ンターネットなどのネットワークを通じて第１のコンピュータシステムに接続する、第２
の異なるコンピュータシステムに位置してもよい。後者の例では、第２のコンピュータシ
ステムは、実行のために、プログラム命令を第１のコンピュータシステムに提供すること
ができる。用語「記憶媒体」は、異なる位置、例えば、ネットワークを通じて接続された
異なるコンピュータシステムに存在することができる２つ以上の記憶媒体を含んでもよい
。記憶媒体は、１つ以上のプロセッサによって実行することができるプログラム命令（例
えば、コンピュータプログラムとして具現化された）を記憶してもよい。
【００４５】
　搬送媒体－上述のような記憶媒体、並びに、バス、ネットワークなどの物理的伝送媒体
、及び／又は電気信号、電磁気信号、若しくはデジタル信号などの信号を伝達する他の物
理的伝送媒体。
【００４６】
　プログラム可能ハードウェア要素－プログラム可能相互接続子を介して接続された複数
のプログラム可能機能ブロックを含む様々なハードウェアデバイスを含む。例としては、
ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ、フィールド
プログラマブルゲートアレイ）、ＰＬＤ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅ
ｖｉｃｅ、プログラム可能論理デバイス）、ＦＰＯＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａ
ｂｌｅ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ａｒｒａｙ、フィールドプログラマブルオブジェクトアレイ）、
及びＣＰＬＤ（Ｃｏｍｐｌｅｘ　ＰＬＤ、複合ＰＬＤ）を含む。プログラム可能機能ブロ
ックは、細かい粒度のもの（組み合わせ論理又はルックアップテーブル）から粗い粒度の
もの（算術論理ユニット又はプロセッサコア）にまで及ぶことができる。プログラム可能
ハードウェア要素はまた、「再構成可能論理」と称されることがある。
【００４７】
　コンピュータシステム－パーソナルコンピュータシステム（ＰＣ）、メインフレームコ
ンピュータシステム、ワークステーション、ネットワーク装置、インターネット装置、携
帯情報端末（ＰＤＡ）、テレビシステム、グリッドコンピューティングシステム、又はそ
の他のデバイス若しくはデバイスの組み合わせを含む様々な種類のコンピューティング又
は処理システムのうちのいずれか。一般的に、用語「コンピュータシステム」は、記憶媒
体からの命令を実行する少なくとも１つのプロセッサを有する任意のデバイス（又はデバ
イスの組合せ）を包含するように広義に定義することができる。
【００４８】
　ユーザ機器（ＵＥ）（又は「ＵＥデバイス」）－移動式又は携帯式であり、無線通信を
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実行する様々な種類のコンピュータシステムデバイスのうちのいずれか。ＵＥデバイスの
例としては、携帯電話又はスマートフォン（例えば、ｉＰｈｏｎｅ（商標）、Ａｎｄｒｏ
ｉｄ（商標）ベースの電話）、ポータブルゲームデバイス（例えば、Ｎｉｎｔｅｎｄｏ　
ＤＳ（商標）、ＰｌａｙＳｔａｔｉｏｎ　Ｐｏｒｔａｂｌｅ（商標）、Ｇａｍｅｂｏｙ　
Ａｄｖａｎｃｅ（商標）、ｉＰｈｏｎｅ（商標））、ラップトップ、ウェアラブルデバイ
ス（例えば、スマートウォッチ、スマートグラス）、ＰＤＡ、ポータブルインターネット
デバイス、音楽プレーヤ、データ記憶デバイス、又は他のハンドヘルドデバイスなどを含
む。一般に、用語「ＵＥ」又は「ＵＥデバイス」は、ユーザによって容易に持ち運ばれ、
無線通信が可能ないずれかの電子コンピューティング及び／又は電気通信デバイス（又は
デバイスの組合せ）を包含するように広義に定義することができる。
【００４９】
　基地局－用語「基地局」（「ｅＮＢ」とも呼ばれる）は、その通常の意味の全範囲を有
し、少なくとも、固定位置に設置され、無線セルラ通信システムの一部として通信するた
めに使用される無線通信局を含む。
【００５０】
　処理要素－様々な要素又は要素の組み合わせを指す。処理要素は、例えば、ＡＳＩＣ（
Application Specific Integrated Circuit、特定用途向け集積回路）などの回路、個別
のプロセッサコアの一部分若しくは回路、プロセッサコア全体、個別プロセッサ、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（field programmable gate array、ＦＰＧＡ）などの
プログラム可能ハードウェアデバイス、及び／又は複数のプロセッサを含むシステムのよ
り大きい部分を含む。
【００５１】
　自動的に－ユーザ入力が、アクション又は動作を直接指定若しくは実行することなく、
コンピュータシステム（例えば、コンピュータシステムによって実行されるソフトウェア
）、又はデバイス（例えば、回路機構、プログラム可能ハードウェア要素、ＡＳＩＣなど
）によって、それらのアクション又は動作が実行されることを指す。それゆえ、用語「自
動的に」は、ユーザが入力を提供して動作を直接実行する、動作がユーザによって手動で
実行又は指定されることとは対照的である。自動手順は、ユーザによって提供される入力
によって開始されてもよいが、「自動的に」実行される後続のアクションは、ユーザによ
って指定されるものではなく、すなわち、実行するべき各アクションをユーザが指定する
、「手動」では実行されない。例えば、ユーザが、各フィールドを選択し、情報を指定す
る入力を提供することによって（例えば、情報をタイプ入力すること、チェックボックス
を選択すること、無線の選択などによって）、電子フォームに記入することは、コンピュ
ータシステムが、ユーザアクションに応じて、フォームを更新しなければならない場合で
あっても、手動でフォームに記入することである。フォームは、コンピュータシステムに
よって自動的に記入されてもよく、この場合、コンピュータシステム（例えば、コンピュ
ータシステム上で実行されるソフトウェア）は、そのフィールドに対する回答を指定する
ユーザ入力を全く使用することなく、そのフォームのフィールドを分析して、フォームに
記入する。上記示されたように、ユーザは、フォームの自動記入を呼び出すことができる
が、フォームの実際の記入には関与しない（例えば、ユーザがフィールドに対する回答を
手動で指定することはなく、むしろ、それらは、自動的に完了される）。本明細書は、ユ
ーザが行ったアクションに応じて動作が自動的に実行される動作の様々な例を提供する。
　図１：無線通信システム
【００５２】
　図１は、無線セルラ通信システムの例を示す。図１は、多くの中で１つの可能性を表し
、本開示の特徴が要望に応じて様々なシステムのいずれかで実施されてもよいことに留意
されたい。
【００５３】
　図示されるように、例示的な無線通信システムは、１つ以上の無線デバイス１０６Ａ、
１０６Ｂなど、及びセカンダリ無線デバイス１０７と伝送媒体を通じて通信するセルラ基
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地局１０２Ａを含む。無線デバイス１０６Ａ、１０６Ｂ及び１０７は、本明細書で「ユー
ザ機器」（ＵＥ）又はＵＥデバイスと称されることがあるユーザデバイスであってもよい
。
【００５４】
　基地局１０２は、無線基地局（ＢＴＳ）又はセルサイトとすることができ、ＵＥデバイ
ス１０６Ａ、１０６Ｂ及び１０７との無線通信を可能にするハードウェアを含んでもよい
。基地局１０２はまた、ネットワーク１００（例えば、様々な可能性の中で、セルラサー
ビスプロバイダのコアネットワーク、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などの電気通信ネット
ワーク、及び／又はインターネット）と通信する機能を備えることもできる。それゆえ、
基地局１０２は、ＵＥデバイス１０６と１０７との間の通信、及び／又はＵＥデバイス１
０６／１０７とネットワーク１００との間の通信を容易にすることができる。他の実装形
態では、基地局１０２は、８０２．１１ａ、ｂ、ｇ、ｎ、ａｃ、ａｄ及び／若しくはａｘ
などの１つ以上のＷＬＡＮプロトコル、又は非認可帯域（ＬＡＡ）におけるＬＴＥをサポ
ートするアクセスポイントなどの１つ以上の他の無線技術を通じて通信を提供するように
構成されてもよい。
【００５５】
　基地局１０２の通信領域（又はカバレッジ領域）は、「セル」と呼ばれることもある。
基地局１０２Ａ及びＵＥ１０６／１０７は、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ（ＷＣＤＭＡ、ＴＤＳ－Ｃ
ＤＭＡ）、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）、ＨＳＰＡ、３ＧＰＰ２　
ＣＤＭＡ２０００（例えば１ｘＲＴＴ、１ｘＥＶ－ＤＯ、ＨＲＰＤ、ｅＨＲＰＤ）、Ｗｉ
－Ｆｉ、ＷｉＭＡＸなどの、様々な無線アクセス技術（ＲＡＴ）又は無線通信技術のいず
れかを使用して、伝送媒体を通じて通信するように構成されてもよい。
【００５６】
　１つ以上のセルラ通信技術に従って動作する基地局１０２及び他の同様の基地局（図示
しない）は、それゆえ、１つ以上のセルラ通信技術を介して広い地理的領域にわたってＵ
Ｅデバイス１０６Ａ～Ｎ及び１０７並びに同様のデバイスに連続性のある又はほぼ連続性
のある重複するサービスを提供することができる、セルのネットワークとして提供されて
もよい。
【００５７】
　少なくとも一部の例では、ＵＥデバイス１０６／１０７は、複数の無線通信技術のいず
れかを使用して通信する能力を有することができることに留意されたい。例えば、ＵＥデ
バイス１０６／１０７は、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、ＣＤＭＡ２０００、ＷｉＭＡＸ、ＬＴＥ、
ＬＴＥ－Ａ、ＷＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、１つ以上のグローバル衛星航法システム（
ＧＮＳＳ、例えばＧＰＳ又はＧＬＯＮＡＳＳ）、１つ及び／又は複数のモバイルテレビ放
送標準（例えば、ＡＴＳＣ－Ｍ／Ｈ又はＤＶＢ－Ｈ）などのうちの１つ以上を使用して通
信するように構成されてもよい。無線通信技術の他の組み合わせ（２つより多い無線通信
技術を含む）も可能である。同様に、一部の例では、ＵＥデバイス１０６／１０７は、単
一の無線通信技術のみを使用して通信するように構成されてもよい。
【００５８】
　ＵＥ１０６Ａ及び１０６Ｂは典型的に、スマートフォン又はタブレットなどのハンドヘ
ルドデバイスであるが、セルラ通信能力を有する様々な種類のデバイスのいずれかであっ
てもよい。ＵＥ１０６Ｂは、セカンダリ無線デバイス１０７と称されることがある、ＵＥ
デバイス１０７と通信するように構成されてもよい。セカンダリ無線デバイス１０７は、
ウェアラブルデバイス、タブレットコンピューティングデバイス、ラップトップコンピュ
ータ、又はハンドヘルドデバイスなど、様々な種類のデバイスのうちのいずれかであって
もよい。セカンダリ無線デバイス１０７は、一部のケースでは、より小さなフォームファ
クタを有してもよく、並びに／又はＵＥ１０６に関する制限されたバッテリ、出力電力、
及び／若しくは通信能力を有してもよい。１つの共通する例として、ＵＥ１０６Ｂは、ユ
ーザによって持ち運ばれるスマートフォンであってもよく、セカンダリ無線デバイス１０
７は、同一のユーザによって身に着けられるスマートウォッチであってもよい。ＵＥ１０
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６Ｂ及びセカンダリ無線デバイス１０７は、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈなどの様々な短
距離通信プロトコルのいずれかを使用して通信してもよい。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、ＵＥ１０６Ｂ及び／又はセカンダリ無線デバイス１０７は、
本明細書で説明されるように、動的なマルチＳＩＭプロビジョニングを実行するように構
成されてもよい。
【００６０】
　図２は、基地局１０２と通信する例示的なセカンダリ無線デバイス１０７を示す。セカ
ンダリ無線デバイス１０７は、スマートウォッチなどのウェアラブルデバイスであっても
よい。セカンダリ無線デバイス１０７は、セルラ通信能力を含んでもよく、図示されるよ
うな基地局１０２と直接通信する能力を有することができる。セカンダリ無線デバイス１
０７はまた、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈなどの短距離通信プロトコルを
使用して別のデバイス（例えば、ＵＥ１０６）と通信する能力を有することができる。
【００６１】
　セカンダリ無線デバイス１０７は、メモリに記憶されたプログラム命令を実行するよう
に構成されたプロセッサを含んでもよい。セカンダリ無線デバイス１０７は、そのような
記憶された命令を実行することによって、本明細書で説明される方法の実施形態のうちの
いずれかを実行することができる。代わりに又は加えて、セカンダリ無線デバイス１０７
は、本明細書で説明される方法の実施形態のうちのいずれか、又は本明細書で説明される
方法の実施形態のうちのいずれかの任意の部分を実行するように構成されたＦＰＧＡ（フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ）などのプログラム可能ハードウェア要素又は他の
回路を含んでもよい。例えば、セカンダリ無線デバイス１０７は、本明細書で説明される
ように、動的なマルチＳＩＭプロビジョニングを実行するように構成されてもよい。
【００６２】
　セカンダリ無線デバイス１０７は、２つ以上の無線通信プロトコル又は無線アクセス技
術を使用して通信するための１つ以上のアンテナを含んでもよい。いくつかの実施形態で
は、セカンダリ無線デバイス１０７は、単一の共有無線機を使用して通信するように構成
されてもよい。共有無線機は、無線通信を実行するための、単一のアンテナに連結するこ
とができるか、又は複数のアンテナ（例えば、ＭＩＭＯの場合）に連結することができる
。代わりに、セカンダリ無線デバイス１０７は、２つ以上の無線機を含んでもよい。例え
ば、セカンダリ無線デバイス１０７は、ＬＴＥ（若しくはＬＴＥアドバンスト）又はＢｌ
ｕｅｔｏｏｔｈのいずれかを使用して通信するための共有無線機、並びにＬＴＥアドバン
スト及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈの各々を使用して通信するための別々の無線機を含んでもよ
い。他の構成もまた可能である。
【００６３】
　セカンダリ無線デバイス１０７は、様々な種類のデバイスのうちのいずれかであっても
よく、いくつかの実施形態では、従来のスマートフォンと比較してより小さなフォームフ
ァクタを有してもよい。上述したように、いくつかの実施形態では、セカンダリ無線デバ
イス１０７は、スマートウォッチ又は他の種類のウェアラブルデバイスであってもよい。
別の例として、セカンダリ無線デバイス１０７は、Ａｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．によるｉＰａｄ
（商標）などのタブレットデバイスであってもよい。
　図３－セカンダリ無線デバイスの例示的なブロック図
【００６４】
　図３は、セカンダリ無線デバイス１０７の１つの考えられるブロック図を示す。図示さ
れるように、セカンダリ無線デバイス１０７は、様々な目的のための諸部分を含むことが
できるシステムオンチップ（ＳＯＣ）３００を含んでもよい。例えば、図示されるように
、ＳＯＣ３００は、ＵＥ１０６に対するプログラム命令を実行することができるプロセッ
サ（単数又は複数）３０２と、グラフィック処理を実行し、ディスプレイ３６０に表示信
号を提供することができる表示回路３０４とを含んでもよい。プロセッサ（単数又は複数
）３０２はまた、プロセッサ（単数又は複数）３０２からアドレスを受信し、それらのア
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ドレスをメモリ（例えば、メモリ３０６、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）３５０、フラッ
シュメモリ３１０）内の位置に変換するように構成することができる、メモリ管理ユニッ
ト（ＭＭＵ）３４０に連結されてもよい。ＭＭＵ３４０は、メモリ保護、及びページテー
ブルの変換又はセットアップを実行するように構成されてもよい。いくつかの実施形態で
は、ＭＭＵ３４０は、プロセッサ（単数又は複数）３０２の一部分として含められてもよ
い。
【００６５】
　セカンダリ無線デバイス１０７はまた、表示回路３０４、無線機３３０、コネクタＩ／
Ｆ３２０、及び／又はディスプレイ３４０などの他の回路又はデバイスを含んでもよい。
無線デバイス１０７は、１つ以上のＵＩＣＣ（単数又は複数）（ユニバーサル集積回路カ
ード（単数又は複数））などのＳＩＭ（加入者識別モジュール）機能を含む１つ以上のス
マートカード３７０を更に含んでもよい。
【００６６】
　図示される実施形態では、ＲＯＭ３５０は、起動又は初期化中にプロセッサ（単数又は
複数）３０２によって実行することができるブートローダを含んでもよい。また、図示さ
れるように、ＳＯＣ３００はセカンダリ無線デバイス１０７の様々な他の回路に連結され
てもよい。例えば、セカンダリ無線デバイス１０７は、様々な種類のメモリ、コネクタイ
ンタフェース３２０（例えば、コンピュータシステムに連結するための）、ディスプレイ
３６０、及び無線通信回路（例えば、ＬＴＥ、ＣＤＭＡ２０００、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、
Ｗｉ－Ｆｉ、ＮＦＣ、ＧＰＳなどを使用して通信するための）を含んでもよい。
【００６７】
　セカンダリ無線デバイス１０７は、基地局及び／又は他のデバイスとの無線通信を実行
するための、少なくとも１つのアンテナ、いくつかの実施形態では、複数のアンテナを含
んでもよい。例えば、セカンダリ無線デバイス１０７は、無線通信を実行するためにアン
テナ３３５を使用してもよい。上述したように、ＵＥは、いくつかの実施形態では、複数
の無線通信標準又は無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して無線で通信するように構成さ
れてもよい。
【００６８】
　上述したように、セカンダリ無線デバイス１０７は、１つ以上の加入者識別モジュール
（ＳＩＭ）アプリケーションを実行し、及び／又は、そうでない場合、ＳＩＭ機能を実施
する、ＵＩＣＣなどの少なくとも１つのスマートカード３７０を含んでもよい。少なくと
も１つのスマートカード３７０は、単一のスマートカード３７０のみであってもよく、又
はセカンダリ無線デバイス１０７は、２つ以上のスマートカード３７０を含んでもよい。
【００６９】
　各スマートカード３７０は、組み込まれていてもよく、例えば、セカンダリ無線デバイ
ス１０７における回路基板上に半田付けされていてもよく、又は各スマートカード３７０
は、着脱可能スマートカードとして実施されてもよい。それゆえ、スマートカード（単数
又は複数）３７０は、１つ以上の着脱可能スマートカード（「ＳＩＭカード」と称される
ことがあるＵＩＣＣなど）であってもよく、及び／又はスマートカード（単数又は複数）
３７０は、固定／非着脱可能とすることができる、１つ以上の組み込み型カード（「ｅＳ
ＩＭカード」と称されることがある、組み込み型ＵＩＣＣ（ｅＵＩＣＣ）など）であって
もよい。いくつかの実施形態では、セカンダリ無線デバイス１０７は、要望に応じて、着
脱可能スマートカード及び組み込み型スマートカードの組み合わせを含んでもよい。例え
ば、ＵＥ１０６は、２つの組み込み型スマートカード３７０、２つの着脱可能スマートカ
ード３７０、又は１つの組み込み型スマートカード３７０及び１つの着脱可能スマートカ
ード３７０の組み合わせを含んでもよい。様々な他のＳＩＭの構成も考慮される。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、スマートカード（単数又は複数）３７０のうちの１つ以上は
、組み込み型ＳＩＭ（ｅＳＩＭ）機能を実施してもよい。そのような実施形態では、スマ
ートカード（単数又は複数）３７０の単一の１つは、複数のＳＩＭを実行してもよい。ｅ
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ＳＩＭは、カードのオペレーティングシステムがｅＳＩＭ機能をサポートする限り、ｅＵ
ＩＣＣ又は着脱可能ＵＩＣＣのいずれかで実施されてもよい。
【００７１】
　スマートカード（単数又は複数）３７０の各々は、プロセッサ及びメモリなどの構成要
素を含んでもよい。ＳＩＭ／ｅＳＩＭ機能を実行するための命令は、メモリに記憶され、
プロセッサによって実行されてもよい。
【００７２】
　本明細書で説明されるように、セカンダリ無線デバイス１０７は、本開示の実施形態に
よる方法を実施するためのハードウェア及びソフトウェア構成要素を含んでもよい。例え
ば、セカンダリ無線デバイス１０７は、本明細書で説明されるように、動的なマルチＳＩ
Ｍプロビジョニングを実行するように構成されてもよい。セカンダリ無線デバイス１０７
のプロセッサ３０２は、例えば、記憶媒体（例えば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体
）に記憶されたプログラム命令を実行することによって、本明細書で説明される方法の一
部又は全てを実施するように構成されてもよい。他の実施形態では、プロセッサ３０２は
、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）などのプログラム可能ハードウェ
ア要素として、又はＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）として構成されてもよい。
【００７３】
　図１に図示されるＵＥ１０６Ａ及び１０６Ｂは、上記説明されたアーキテクチャと同様
のアーキテクチャを有してもよいことに留意されたい。
　マルチＳＩＭプロビジョニング
【００７４】
　いくつかの無線通信ネットワークは、マルチＳＩＭ機能をサポートする。マルチＳＩＭ
機能により、例えば、複数のデバイスと関連付けられた複数のＳＩＭは、共有電話番号な
どの共有連絡アドレスと関連付けられてもよい。それゆえ、マルチＳＩＭ機能により、共
有電話番号にかけられた電話呼によって、複数のデバイスの各々が同時又は実質的同時に
鳴ることができる。次いで、呼は、デバイスのいずれかで受け付けられてもよい。同様に
、デバイスのいずれかからかけられた呼は、共有番号で識別されてもよい。ＳＭＳ又はＭ
ＭＳメッセージなどの他の通信機能が同様に処理されてもよく、すなわち、受信されたメ
ッセージは、共有番号と関連付けられた全てのデバイスに伝達されてもよく、発信メッセ
ージは、関連付けられたデバイスのいずれがメッセージを発信したかに関わらず共有番号
で識別されてもよい。
【００７５】
　ＵＥ１０６などのプライマリデバイスとセカンダリ無線デバイス１０７などのセカンダ
リデバイスとの間でマルチＳＩＭ機能を達成するために、キャリアネットワークは、２つ
のデバイスの各々のＳＩＭ、例えば、デバイスの各々のＩＭＳＩを同一のモバイルディレ
クトリ番号（ＭＤＮ）にマッピングしてもよい。それゆえ、各デバイスは、一意なＳＩＭ
情報（例えば、ネットワーク内での識別及び認証のための）を維持するとともに、共通Ｍ
ＤＮを共有する。通信が共通ＭＤＮにアドレス指定されたネットワークによって受信され
るとき、ネットワークは、通信を分岐（fork）させ、共通ＭＤＮと関連付けられたプライ
マリデバイス及びセカンダリデバイスの両方にそれを向ける。同様に、プライマリデバイ
ス又はセカンダリデバイスのいずれかが通信を開始するとき、ネットワークは、共通ＭＤ
Ｎによって識別される発信元のポイントを有するとして通信を処理してもよい。それゆえ
、いずれのデバイスは、他のデバイスの近接性又は動作状態に関わらず、ＭＤＮと関連付
けられた通信を送信又は受信するために使用されてもよい。
【００７６】
　モバイルデバイス内でマルチＳＩＭ機能を達成するために、モバイルデバイスのＳＩＭ
は、マルチＳＩＭをサポートするように構成されたオペレーティングシステムを含んでも
よい。歴史的に、ＳＩＭは、製造時にこの機能がプロビジョニングされてきた。更に、Ｓ
ＩＭは、歴史的に、適切なペアのＳＩＭで、すなわち、ペア又はグループのセットのＳＩ
Ｍとして製造された２つ以上のＳＩＭで製造されてきた。
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【００７７】
　しかしながら、本明細書で開示されるシステム及び方法は、ＳＩＭのオペレーティング
システムがマルチＳＩＭ機能をサポートする限り、前にペアリングが解除されたＳＩＭを
マルチＳＩＭ機能で動的にプロビジョニングする機能を提供する。
【００７８】
　加えて、本明細書で議論されるように、ｅＳＩＭはまた、マルチＳＩＭ機能で動作する
ように構成されてもよい。それゆえ、ｅＳＩＭの動的なプロビジョニングは、本明細書で
説明されるように、既に動作しているモバイルデバイスがマルチＳＩＭ機能をサポートす
るように構成されたｅＳＩＭを動的にプロビジョニングされることを可能にする。
　図４～８－ｅＳＩＭの動的なプロビジョニング及びマルチＳＩＭ機能の開始
【００７９】
　図４～８は、それによって、セルラ通信などの無線通信のためのｅＳＩＭをセカンダリ
無線デバイス１０７に動的にプロビジョニングすることができ、並びに／又はそれによっ
て、プライマリ無線デバイス１０６及びセカンダリ無線デバイス１０７に対してマルチＳ
ＩＭ機能を開始することができる、例示的な方法を示すフロー図である。いくつかのシナ
リオでは、セカンダリデバイスに対するｅＳＩＭは、アカウント情報を使用してプライマ
リ無線デバイス１０６からプロビジョニングされてもよい。例えば、ＳＩＭアカウント情
報を有するプライマリ無線デバイス１０６は、例えば、ＳＩＭカウントと関連付けられた
ｅＳＩＭのセカンダリ無線デバイスへのプロビジョニングを開始することによって、クラ
イアントポータルにサインインし、セカンダリ無線デバイス１０７をＳＩＭアカウントに
追加するように構成されてもよい。キャリアがマルチＳＩＭ機能をサポートする場合、ｅ
ＳＩＭのプロビジョニングは次いで、マルチＳＩＭ機能をＳＩＭアカウントに追加するこ
とを含むことができる。
【００８０】
　図４は、キャリアシステムを使用して、ｅＳＩＭをセカンダリ無線デバイス１０７にプ
ロビジョニングすること及び／又はマルチＳＩＭ機能を開始することを示す。図５は、ク
ライアントポータルサーバで補足されるキャリアシステムを使用して、ｅＳＩＭをセカン
ダリ無線デバイス１０７にプロビジョニングすること及び／又はマルチＳＩＭ機能を開始
することを示す。図６は、ＳＭＳサーバを含み、クライアントポータルサーバで補足され
るキャリアシステムを使用して、ｅＳＩＭをセカンダリ無線デバイス１０７にプロビジョ
ニングすること及び／又はマルチＳＩＭ機能を開始することを示す。図７は、サインアッ
プ手順を実施するように構成されたクライアントポータルサーバで補足されるキャリアシ
ステムを使用して、ｅＳＩＭをセカンダリ無線デバイスにプロビジョニングすること及び
／又はマルチＳＩＭ機能を開始することを示す。図８は、修正されたｅＳＩＭサーバを有
するキャリアシステムを使用して、ｅＳＩＭをセカンダリ無線デバイスにプロビジョニン
グすること及び／又はマルチＳＩＭ機能を開始することを示す。
【００８１】
　図に示されるフロー図は説明を容易にするために簡易化されていることを理解するべき
である。示されるシステムは、追加の要素及び／又は信号を含んでもよい。以下の議論は
、１つ以上の信号を第２の要素「に送信する」第１の要素の説明を含む場合があるが、そ
のような信号は、いくつかの環境では、無線アクセスネットワーク（例えば、セルラ基地
局若しくは他の無線アクセスポイントを含む）などの中間要素を介して、並びに／又は中
間ネットワーク（例えば、ＷＬＡＮ、インターネット、及び／若しくはセルラネットワー
クの他の部分）を介して送信されてもよいことを理解するべきである。
　図４－キャリアシステムを使用したｅＳＩＭのプロビジョニング又はマルチＳＩＭの開
始
【００８２】
　図４は、プライマリデバイス、セカンダリデバイス、アクセスサーバ、電話アプリケー
ションサーバ（ＴＡＳ）／課金システム、及びｅＳＩＭサーバを含む通信システムに関連
して送信される通信４０２～４３６を示す。通信４０２～４３６の各々は、通信システム
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の示された要素の間で送信される１つ以上のメッセージを含んでもよい。プライマリデバ
イスは、上記議論されたように、ＵＥ１０６などのデバイスを含んでもよい。セカンダリ
デバイスは、上記議論されたように、セカンダリ無線デバイス１０７などのデバイスを含
んでもよい。アクセスサーバは、ｅＳＩＭサーバ及び／又はＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システ
ムへのアクセスを制御するように構成された１つ以上のサーバデバイスを含んでもよい。
アクセスサーバは、セルラサービスプロバイダなどのキャリアによって、又はキャリアの
エージェントによってホストされてもよい。ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、キャリア
によって無線デバイスに対し、課金情報及びサービスなどの無線アカウント情報及びサー
ビスを提供するように構成された１つ以上のサーバデバイスを含んでもよい。ＨＳＳ／Ｔ
ＡＳ／課金システムの１つ以上のサーバデバイスは、追加の電話アプリケーションサービ
スを提供するように更に構成されてもよく、例えば、ホーム加入者サーバとしての機能を
果たしてもよい。ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、キャリアによって、又はキャリアの
エージェントによってホストされてもよい。ｅＳＩＭサーバは、ｅＳＩＭを管理及びプロ
ビジョニングするように構成された１つ以上のサーバデバイスを含んでもよい。ｅＳＩＭ
サーバは、セルラサービスプロバイダなどのキャリアによって、又はキャリアのエージェ
ントによってホストされてもよい。
【００８３】
　プライマリデバイスは、セカンダリデバイスに対して利用可能なサービスプランに関す
る情報をアクセスサーバから要求するクエリ４０２を送信してもよい。例えば、クエリ４
０２は、プライマリデバイスの既存のサービスプランに追加することができるサービスプ
ランに関する情報を要求することができる。クエリ４０２は、プライマリ及び／又はセカ
ンダリデバイスを識別することができる。例えば、クエリ４０２は、セカンダリデバイス
のｅＵＩＣＣと関連付けられたカードシリアル番号（ＣＳＮ）を識別することができる。
いくつかのシナリオでは、セカンダリデバイスを識別するためにＣＳＮなどの物理ｅＵＩ
ＣＣと関連付けられた識別子を使用することは、ＳＩＭと関連付けられた、集積回路カー
ドＩＤ（ＩＣＣＩＤ）番号などの、この分野で既知の他の識別子を使用することを上回る
利点を提供することができる。例えば、ｅＵＩＣＣはｅＳＩＭと共に動的にプロビジョニ
ングされてもよいので、ｅＵＩＣＣに存在するｅＳＩＭは、異なるＩＣＣＩＤを有するこ
とができる新たなｅＳＩＭと潜在的に置き換えられてもよい。他のシナリオでは、ＩＣＣ
ＩＤ又は他の識別子は、セカンダリデバイスを識別するために使用されてもよい。いくつ
かのシナリオでは、クエリ４０２は、以下で議論されるように、例えば、ＷＬＡＮを介し
て、又は第２のＳＩＭ（例えば、機能が制限されたＳＩＭ）を使用することによって、セ
カンダリデバイスによってアクセスサーバに送信されてもよい。
【００８４】
　クエリ４０２を受信したことに応じて、アクセスサーバは、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金シス
テムにクエリ４０４を送信してもよく、それは、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムにセカン
ダリデバイスに対して利用可能なサービスプランに関する情報についての要求を中継して
もよい。
【００８５】
　クエリ４０４を受信したことに応じて、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、セカンダリ
デバイスに対して利用可能なサービスプランに関する情報を識別してもよい。例えば、情
報は、セカンダリデバイスに対して利用可能な１つ以上のサービスプランのリストを含ん
でもよく、各プランのコスト並びに／又はプランのうちの１つ以上と関連付けられた契約
条項及び条件などの更なる情報を含んでもよい。
【００８６】
　セカンダリデバイスに対して利用可能なサービスプランは固定されてもよく、又はセカ
ンダリデバイスのデバイスの種類若しくはプライマリデバイスと関連付けられたサービス
プランなどの１つ以上の要因に依存してもよい。いくつかのシナリオでは、サービスプラ
ンのリストは、セカンダリデバイスのみに関連するサービスプランを含んでもよい。例え
ば、サービスプランのリストは、例えば、所与の価格に対し、例えば、指定された期間内
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でセカンダリデバイスによる使用のために利用可能な指定された量の音声及び／又はデー
タ通信を含んでもよい。示される例として、リストは、１月あたりＸドルに対し４００分
の音声及び２ギガバイトのデータ、１月あたりＹドルに対し１０００分の音声及び５ギガ
バイトのデータ、並びに／又は１月あたりＺドルに対し無制限の音声及びデータなどのサ
ービスプランを含んでもよい。
【００８７】
　加えて又は代わりに、サービスプランのリストは、プライマリデバイス及びセカンダリ
デバイスの両方に関連するサービスプランを含んでもよい。例えば、サービスプランのリ
ストは、所与の価格に対しプライマリデバイスに割り当てられたデータ及び／又は音声リ
ソースをセカンダリデバイスが使用することを可能にする１つ以上のプランを含んでもよ
い。示される例として、プライマリデバイスが１月あたり１０００分の音声及び５ギガバ
イトのデータを提供するサービスプランで動作する場合、サービスプランのリストは、１
月あたり追加のＷドルに対し１０００分の音声及び／又は５ギガバイトのデータのうちの
一部又は全てをセカンダリデバイスが利用することを可能にするオプションを含んでもよ
い。
【００８８】
　ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは次いで、アクセスサーバにサービスプランに関する識
別された情報を提供するレスポンス４０６を送信してもよい。レスポンス４０６は、クエ
リ４０４に少なくとも部分的に応じていてもよい。
【００８９】
　レスポンス４０６を受信したことに応じて、アクセスサーバは、プライマリデバイスに
レスポンス４０８を送信してもよく、それは、プライマリデバイスにセカンダリデバイス
に対して利用可能なサービスプランに関する識別された情報のうちの一部又は全てを中継
してもよい。
【００９０】
　サービスプランに関する情報を受信すると、プライマリデバイスは、４１０において情
報の一部又は全てをユーザに表示してもよい。例えば、プライマリデバイスは、セカンダ
リデバイスに対して利用可能なサービスプランのリストを含むグラフィカルユーザインタ
フェースを表示してもよい。グラフィカルユーザインタフェースは、各サービスプランの
コスト、並びに／又はサービスプランのうちの１つ以上と関連付けられた契約条項及び条
件などの追加の情報を更に含んでもよい。
【００９１】
　４１２において、プライマリデバイスは、ユーザから入力を受信してもよい。例えば、
プライマリデバイスは、タッチスクリーン対話、音声コマンド、又は任意の他の入力方法
を介してユーザから入力を受信してもよい。ユーザ入力は、利用可能なサービスプランの
うちの１つを選択してもよく、また、選択されたサービスプランと関連付けられた契約条
項及び条件の受付を示す入力などの追加の入力を提供してもよい。いくつかのシナリオで
は、通信４１０及び４１２は、複数のステップを含んでもよく、反復的であってもよい。
１つの説明の例では、プライマリデバイスは、利用可能なサービスプランのリストを表示
してもよく、表示されたサービスプランのうちの１つのユーザ選択を受信してもよく、そ
れに応じて、次いで、選択されたサービスプランと関連付けられた条項及び条件を表示し
てもよく、条項及び条件の受付を示す追加のユーザ入力を受信してもよい。支払い情報に
ついての要求、構成設定などの他の情報も表示されてもよく、例えば、そのような他の情
報に応じて他のユーザ入力が受信されてもよい。いくつかのシナリオでは、セキュリティ
情報（例えば、ユーザ名及びパスワード、個人情報）を要求する１つ以上のプロンプトも
表示されてもよく、セキュリティ情報が受信されてもよい。いくつかのシナリオでは、プ
ライマリデバイスは、正確なセキュリティ情報が受信されない限り、サービスプランをア
クティブ化すること又はマルチＳＩＭ機能を開始することに対して更なる動作を行わなく
てもよい。
【００９２】
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　プライマリデバイスは、アクセスサーバに、セカンダリデバイスに対するサービスプラ
ンをアクティブ化するプラン追加命令（Add Plan instruction）４１４を送信してもよい
。例えば、プラン追加命令４１４は、セカンダリデバイスに対するサービスプランをプラ
イマリデバイスと関連付けられた既存のアカウントに追加する命令を含んでもよい。いく
つかの例では、プラン追加命令４１４は、加えて又は代わりに、セカンダリデバイスに、
プライマリデバイスに基づくマルチＳＩＭ機能をプロビジョニングするインジケーション
を含んでもよい。プラン追加命令４１４は、選択されたサービスプランを識別することが
できる。プラン追加命令４１４はまた、例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ及び／又はＣＳＮ
を使用して、セカンダリデバイス及び／又はプライマリデバイスを識別することができる
。プラン追加命令４１４は、４１２においてユーザ入力を受信したことに少なくとも部分
的に応じて送信されてもよい。他のシナリオでは、プライマリデバイスは、例えば、レス
ポンス４０８が１つの利用可能なサービスプランのみを識別した場合、又は前に受信され
たユーザ志向若しくは命令に基づいてプライマリデバイスによってサービスプランを識別
することができる場合、４１０において情報を表示することなく、又は４１２においてユ
ーザ入力を受信することなく、レスポンス４０８を受信したことに応じてプラン追加命令
４１４を自動的に送信してもよい。
【００９３】
　プラン追加命令４１４を受信したことに応じて、アクセスサーバは、ｅＳＩＭサーバに
ｅＩＣＣＩＤ予約命令（Reserve eICCID instruction）４１６を送信してもよい。ｅＩＣ
ＣＩＤ予約命令４１６は、例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ及び／又はＣＳＮを使用して、
セカンダリデバイス及び／又はプライマリデバイスを識別することができる。ｅＩＣＣＩ
Ｄ予約命令４１６はまた、選択されたサービスプランを識別することができる。ｅＩＣＣ
ＩＤ予約命令４１６はまた任意選択で、予約されることになるｅＩＣＣＩＤがマルチＳＩ
Ｍ機能をサポートするように構成されたｅＳＩＭと関連付けられるべきであることのイン
ジケーションを含んでもよい。ｅＩＣＣＩＤ予約命令４１６を受信したことに応じて、ｅ
ＳＩＭサーバは、セカンダリデバイスに対するｅＩＣＣＩＤを予約してもよく、予約され
たｅＩＣＣＩＤは、選択されたサービスプランをサポートするように構成されたｅＳＩＭ
と関連付けられている。ｅＳＩＭサーバは次いで、アクセスサーバに、セカンダリデバイ
スに対してｅＩＣＣＩＤが予約されたことを確認応答する予約ＡＣＫ（Reserve ACK）４
１８を送信してもよい。予約ＡＣＫ４１８は、予約されたｅＩＣＣＩＤを識別することが
できる。
【００９４】
　アクセスサーバは、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムに、セカンダリデバイスに対するサ
ービスプランをアクティブ化するプランアクティブ化命令（Activate Plan instruction
）４２０を送信してもよい。例えば、プランアクティブ化命令４２０は、セカンダリデバ
イスに対するサービスプランをプライマリデバイスと関連付けられた既存のアカウントに
追加する命令を含んでもよい。加えて又は代わりに、プランアクティブ化命令４２０は、
プライマリデバイス及びセカンダリデバイスに対するマルチＳＩＭ機能を開始するインジ
ケーションを含んでもよい。プランアクティブ化命令４２０は、選択されたサービスプラ
ンを識別することができる。プランアクティブ化命令４２０はまた、例えば、１つ以上の
ＩＣＣＩＤ（例えば、予約されたｅＩＣＣＩＤ）及び／又はＣＳＮを使用して、セカンダ
リデバイス及び／又はプライマリデバイスを識別することができる。アクセスサーバは、
予約ＡＣＫ４１８を受信したことに少なくとも部分的に応じて、プランアクティブ化命令
４２０を送信してもよい。
【００９５】
　プランアクティブ化命令４２０を受信したことに応じて、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システ
ムは、セカンダリデバイスに対する選択されたサービスプランをアクティブ化してもよい
。例えば、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、選択されたサービスプランをプライマリデ
バイスと関連付けられた既存のアカウントに追加してもよい。加えて又は代わりに、ＨＳ
Ｓ／ＴＡＳ／課金システムは、プライマリデバイス及びセカンダリデバイスに対するマル
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チＳＩＭ機能を開始してもよい。例えば、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、プライマリ
デバイス及びセカンダリデバイスの各々のＩＭＳＩ（又は他の識別子）を同一のＭＤＮに
マッピングしてもよい。ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは次いで、アクセスサーバに、選
択されたサービスプランがアクティブ化されたこと及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始さ
れたことを確認応答するアクティブ化ＡＣＫ（Activate ACK）４２２を送信してもよい。
アクティブ化ＡＣＫ４２２は、ＵＲＬを含んでもよく、ＵＲＬから、バインドされたｅＩ
ＣＣＩＤと関連付けられたｅＳＩＭをダウンロードすることができる。
【００９６】
　アクセスサーバは、ｅＳＩＭサーバにｅＩＣＣＩＤバインド命令（Bind eICCID instru
ction）４２４を送信してもよい。ｅＩＣＣＩＤバインド命令４２４は、セカンダリデバ
イス及び／又は予約されたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。アクセスサーバは、ア
クティブ化ＡＣＫ４２２を受信したことに少なくとも部分的に応じて、ｅＩＣＣＩＤバイ
ンド命令４２４を送信してもよい。ｅＩＣＣＩＤバインド命令４２４を受信したことに応
じて、ｅＳＩＭサーバは、例えば、ｅＩＣＣＩＤをセカンダリデバイスのＣＳＮ又は他の
識別子にバインドすることによって、予約されたｅＩＣＣＩＤをセカンダリデバイスにバ
インドしてもよい。ｅＳＩＭは次いで、アクセスサーバに、ｅＩＣＣＩＤがバインドされ
たことを確認応答するバインドＡＣＫ（Bind ACK）４２６を送信してもよい。バインドＡ
ＣＫ４２６は、ＵＲＬを含んでもよく、ＵＲＬから、バインドされたｅＩＣＣＩＤと関連
付けられたｅＳＩＭをダウンロードすることができる。
【００９７】
　アクセスサーバは、プライマリデバイスに、サービスプランがセカンダリデバイスに対
してアクティブ化されたこと及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始されたことを確認応答す
るプラン追加ＡＣＫ（Add Plan ACK）４２８を送信してもよい。アクセスサーバは、バイ
ンドＡＣＫ４２６を受信したことに少なくとも部分的に応じて、プラン追加ＡＣＫ４２８
を送信してもよい。プラン追加ＡＣＫ４２８は、ｅＳＩＭサーバによってセカンダリデバ
イスにバインドされたｅＩＣＣＩＤを含んでもよい。プラン追加ＡＣＫ４２８はまた、Ｕ
ＲＬ又は他のネットワークアドレスを含んでもよく、それらから、バインドされたｅＩＣ
ＣＩＤと関連付けられたｅＳＩＭをダウンロードすることができる。代わりに、レスポン
ス４０８においてなどの別のポイントにおいてＵＲＬが提供されてもよく、又はプライマ
リデバイスのソフトウェア構成においてＵＲＬが事前定義されてもよい。
【００９８】
　プライマリデバイスは、セカンダリデバイスにｅＳＩＭダウンロード命令（eSIM Downl
oad instruction）４３０を送信してもよい。ｅＳＩＭダウンロード命令４３０は、例え
ば、ｅＳＩＭサーバによってセカンダリデバイスにバインドされたｅＩＣＣＩＤを識別す
ることによって、セカンダリデバイスにプロビジョニングされることになるｅＳＩＭを識
別することができる。セカンダリデバイスがキャリアネットワーク上で通信のためにバイ
ンドされたｅＳＩＭを未だプロビジョニングされていないので、プライマリデバイスは、
いくつかのシナリオでは、ＷＬＡＮネットワーク又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ接続などの短距
離通信接続などのセカンダリ通信チャネルを介してｅＳＩＭダウンロード命令４３０を送
信してもよい。プライマリデバイスは、プラン追加ＡＣＫ４２８を受信したことに少なく
とも部分的に応じて、ｅＳＩＭダウンロード命令４３０を送信してもよい。
【００９９】
　セカンダリデバイスは、ｅＳＩＭサーバに、セカンダリデバイス、プライマリデバイス
、又はセカンダリデバイスにプロビジョニングされることになるｅＳＩＭのうちの１つ以
上を識別することができるダウンロード開始命令（Initiate Download instruction）４
３２を送信してもよい。例えば、ダウンロード開始命令４３２は、セカンダリデバイスに
バインドされたｅＩＣＣＩＤ、セカンダリデバイスのＣＳＮ若しくは他の識別子、及び／
又はプライマリデバイスのＩＣＣＩＤ若しくは他の識別子を含んでもよい。セカンダリデ
バイスは、ダウンロード開始命令４３２をプラン追加ＡＣＫ４２８において識別されたＵ
ＲＬにアドレス指定してもよい。セカンダリデバイスは、ｅＳＩＭダウンロード命令４３
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０を受信したことに少なくとも部分的に応じて、ダウンロード開始命令４３２を送信して
もよい。いくつかのシナリオでは、セカンダリデバイスは、ｅＳＩＭサーバ、アクセスサ
ーバ、又はプライマリデバイスから、ｅＳＩＭがダウンロードのために準備されているこ
とのバインドＡＣＫ４２６などのバインドＡＣＫ又は他のインジケーションを受信したこ
とに少なくとも部分的に応じて、ダウンロード開始命令４３２を送信してもよい。いくつ
かのシナリオでは、セカンダリデバイスは、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システム、アクセスサ
ーバ、又はプライマリデバイスから、選択されたサービスプランがアクティブ化されたこ
と及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始されたことのアクティブ化ＡＣＫ４２２などのアク
ティブ化ＡＣＫ又は他のインジケーションを受信したことに少なくとも部分的に応じて、
ダウンロード開始命令４３２を送信してもよい。
【０１００】
　ダウンロード開始命令４３２を受信したことに少なくとも部分的に応じて、ｅＳＩＭサ
ーバは、セカンダリデバイスに、セカンダリデバイスにバインドされたｅＳＩＭを含むｅ
ＳＩＭペイロード（eSIM Payload）４３４を送信してもよい。
【０１０１】
　セカンダリデバイスは、４３６において、ｅＳＩＭペイロード４３４を受信してもよく
、含まれるｅＳＩＭをｅＵＩＣＣに記憶してもよい。この段階において、セカンダリデバ
イスは、ｅＳＩＭをプロビジョニングされることに成功しており、キャリアネットワーク
上で通信のためにプロビジョニングされたｅＳＩＭを使用することができる。セカンダリ
デバイスは、いくつかのシナリオでは、第１のデバイスに、ｅＳＩＭのダウンロードの成
功又は失敗の通知を通信してもよい。
【０１０２】
　図４に示されるように、いくつかのシナリオでは、プライマリデバイスは、例えば、セ
カンダリデバイスがキャリアネットワーク上で通信のためにバインドされたｅＳＩＭを未
だプロビジョニングされていないので、ダウンロード開始命令４３２及び／又はｅＳＩＭ
ペイロード４３４をｅＳＩＭサーバと通信する際にセカンダリデバイスに対するプロキシ
としての機能を果たしてもよい。例えば、セカンダリデバイスは、セルラ若しくはＷＬＡ
Ｎネットワークを介して通信するように構成されないことがあり、又はそのようなネット
ワークを介して適切な接続を取得することができないことがある。そのようなシナリオで
は、プライマリデバイスは、ｅＳＩＭサーバと通信する際にプロキシとしての機能を果た
してもよい。例えば、セカンダリデバイスは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続などの短距離通信
接続などのセカンダリ通信チャネルを介してダウンロード開始命令４３２をプライマリデ
バイスに送信してもよい。プライマリデバイスは次いで、キャリアネットワークを介して
ダウンロード開始命令４３２をｅＳＩＭサーバに転送してもよい。同様に、ｅＳＩＭサー
バは、ｅＳＩＭペイロード４３４をプライマリデバイスに送信してもよい。プライマリデ
バイスは次いで、セカンダリ通信チャネルを介してｅＳＩＭペイロード４３４をセカンダ
リデバイスに転送してもよい。
【０１０３】
　他のシナリオでは、セカンダリデバイスは、プロキシとしての機能を果たすプライマリ
デバイスなしに、ｅＳＩＭサーバ及び／又は他のネットワーク構成要素と直接通信する能
力を有することができる。例えば、いくつかのそのようなシナリオでは、セカンダリデバ
イスは、キャリアネットワークを介して通信する能力を有さないことがあるが、ＷＬＡＮ
ネットワークなどの長距離セカンダリ通信ネットワークを介してｅＳＩＭサーバと通信す
る能力を有することができる。他のそのようなシナリオでは、セカンダリデバイスは、バ
インドされたｅＳＩＭをプロビジョニングされる前でさえ、キャリアネットワークを介し
て通信する能力を制限されることがある。例えば、セカンダリデバイスは、セルラ音声通
信でなくセルラデータ通信のみをサポートするように構成されたＳＩＭを前にプロビジョ
ニングされていることがある。そのような例では、バインドされたｅＳＩＭは、音声通信
などのキャリアネットワークを介して追加の通信能力を提供するために、セカンダリデバ
イス（例えば、セカンダリデバイスは、複数のＵＩＣＣｓ／ｅＵＩＣＣ、及び複数のＳＩ
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Ｍを実行するように構成された単一のｅＵＩＣＣを含む）によってダウンロードされても
よい。それゆえ、セカンダリデバイスは、新たにバインドされるｅＳＩＭを取得するため
に、前にプロビジョニングされたデータ専用ＳＩＭを使用してキャリアネットワークを介
してｅＳＩＭサーバと通信する能力を有することができる。別の例として、セカンダリデ
バイスは、「ブートストラップＳＩＭ（bootstrap SIM）」と称されることがある、制限
されたＳＩＭを前にプロビジョニングされていることがある。ブートストラップＳＩＭは
、ダウンロード開始命令４３２を送信すること及びｅＳＩＭペイロード４３４を受信する
ことなど、新たなｅＳＩＭのプロビジョニングに関連した通信のみをサポートするように
構成されてもよく、ユーザデータの通信をサポートしなくてもよい。それゆえ、セカンダ
リデバイスは、新たにバインドされるｅＳＩＭを取得するために、前にプロビジョニング
されたブートストラップＳＩＭを使用してキャリアネットワークを介してｅＳＩＭサーバ
と通信する能力を有することができる。
【０１０４】
　図４に関連して上記開示された方法は、様々なシナリオ、特に、セカンダリデバイスの
能力が通信又は構成に関して制限されるシナリオで有用である。例えば、セカンダリデバ
イスがスマートウォッチであるシナリオでは、セカンダリデバイスにｅＳＩＭをプロビジ
ョニングする工程でプライマリデバイスのより大きく又はより有用なインタフェースを活
用することができるので、図４で示される方法が有効となることがある。加えて、上記議
論されたように、セカンダリデバイスにｅＳＩＭをプロビジョニングする工程でｅＳＩＭ
サーバ及び／又はアクセスサーバと通信する際にプライマリデバイスの通信能力も活用す
ることができる。加えて、上記議論されたように、プロビジョニングの工程へのプライマ
リデバイスの関与は、セカンダリデバイスに対して選択されたサービスプランがプライマ
リデバイスと関連付けられた既存のアカウントに追加されることになるシナリオで望まし
いことがある。
【０１０５】
　しかしながら、他のシナリオでは、セカンダリデバイスは、セカンダリデバイスがｅＳ
ＩＭのその自身のプロビジョニングを開始することを可能にするために十分な通信及び構
成能力を含んでもよい。例えば、セカンダリデバイスは、大型ディスプレイを含むことが
でき、例えば、ＷＬＡＮ通信回路及び／又はデータ専用ＳＩＭ若しくはブートストラップ
ＳＩＭなどの前にプロビジョニングされたＳＩＭを使用することによって、長距離通信能
力を更に含むことができるタブレットコンピュータであってもよい。そのようなシナリオ
では、図４の方法は、プライマリデバイスを除去するように適合されてもよい。例えば、
セカンダリデバイスは、クエリ４０２、プラン追加命令４１４、及びダウンロード開始命
令４３２を送信してもよい。同様に、セカンダリデバイスは、リプライ４０８、プラン追
加ＡＣＫ４２８、及びｅＳＩＭペイロード４３４を受信してもよい。セカンダリデバイス
はまた、４１０において情報を表示してもよく、４１２においてユーザ入力を受信しても
よい。ｅＳＩＭダウンロード命令４３０が省略されてもよい。
【０１０６】
　図４、及びそれについての前の説明は例示に過ぎず、様々なステップ又は通信が省略又
は再順序付けされてもよいことを理解するべきである。例えば、いくつかのシナリオでは
、アクセスサーバは、予約ＡＣＫ４１８を受信したことに応じてｅＩＣＣＩＤバインド命
令４２４を送信してもよく、次いで、バインドＡＣＫ４２６を受信したことに応じてプラ
ンアクティブ化命令４２０を送信してもよい。別の例として、いくつかのシナリオでは、
例えば、１つのサービスプランのみがセカンダリデバイスに対して利用可能な場合、通信
４０２～４１０の一部又は全てが省略されてもよい。いくつかのそのようなシナリオでは
、４１２において受信されたユーザ命令は、通信４０２～４１０の送信なしに、１つの利
用可能なサービスプランに関してプラン追加命令４１４の送信を開始してもよい。
【０１０７】
　更なる別の例として、マルチＳＩＭ機能は、プライマリデバイス及びセカンダリデバイ
スに対して開始されてもよく、セカンダリデバイスはマルチＳＩＭ対応ＳＩＭを既にプロ
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ビジョニングされている。いくつかのそのようなシナリオでは、通信４０２～４１０、４
１６、４１８、４２４、４２６、及び４３０～４３４は省略されてもよい。例えば、４１
２におけるユーザ入力によって、プライマリデバイスに、プランアクティブ化命令４２０
につながるプラン追加命令４１４を送信させることができる。上述したように、プラン追
加命令４１４及びプランアクティブ化命令４２０は、マルチＳＩＭ機能を開始するインジ
ケーションを含んでもよい。この例では、プラン追加命令４１４及びプランアクティブ化
命令４２０は、新たなサービスプランを追加するいかなる命令を含まなくてもよい。プラ
ンアクティブ化命令４２０を受信したことに応じて、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、
例えば、プライマリデバイス及びセカンダリデバイスの各々のＩＭＳＩ（又は他の識別子
）を同一のＭＤＮにマッピングすることによって、マルチＳＩＭ機能を開始してもよい。
【０１０８】
　図４がプライマリデバイスをスマートフォンとして、セカンダリデバイスをスマートウ
ォッチとして示しているが、それらの例は限定を意図していないことを理解するべきであ
る。プライマリデバイス及びセカンダリデバイスは、本明細書で定義されるそれらの全範
囲を有することが意図される。
　図５－クライアントポータルサーバを使用したｅＳＩＭのプロビジョニング又はマルチ
ＳＩＭの開始
【０１０９】
　図５は、プライマリデバイス、セカンダリデバイス、アクセスサーバ、電話アプリケー
ションサーバ（ＴＡＳ）／課金システム、クライアントポータルサーバ、及びｅＳＩＭサ
ーバを含む通信システムに関連して送信される通信５０２～５４０を示す。通信５０２～
５４０の各々は、通信システムの示された要素の間で送信される１つ以上のメッセージを
含んでもよい。プライマリデバイスは、上記議論されたように、ＵＥ１０６などのデバイ
スを含んでもよい。セカンダリデバイスは、上記議論されたように。セカンダリ無線デバ
イス１０７などのデバイスを含んでもよい。アクセスサーバは、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金シ
ステムへのアクセスを制御するように構成された１つ以上のサーバデバイスを含んでもよ
い。アクセスサーバは、セルラサービスプロバイダなどのキャリアによって、又はキャリ
アのエージェントによってホストされてもよい。ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、キャ
リアによって無線デバイスに対し、課金情報及びサービスなどの無線アカウント情報及び
サービスを提供するように構成された１つ以上のサーバデバイスを含んでもよい。ＨＳＳ
／ＴＡＳ／課金システムの１つ以上のサーバデバイスは、追加の電話アプリケーションサ
ービスを提供するように更に構成されてもよく、例えば、ホーム加入者サーバとしての機
能を果たしてもよい。ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、キャリアによって、又はキャリ
アのエージェントによってホストされてもよい。ｅＳＩＭサーバは、ｅＳＩＭを管理及び
プロビジョニングするように構成された１つ以上のサーバデバイスを含んでもよい。ｅＳ
ＩＭサーバは、セルラサービスプロバイダなどのキャリアによって、キャリアのエージェ
ントによって、又は例えば、プライマリデバイスとセカンダリデバイスとの間の関連付け
を検証する能力を有することができるエンティティなどの第三者エンティティによってホ
ストされてもよい。クライアントポータルサーバは、無線デバイスとキャリアとの間の対
話を促進するように構成された１つ以上のサーバデバイスを含んでもよい。例えば、クラ
イアントポータルサーバは、プライマリデバイスとｅＳＩＭサーバとの間でセキュリティ
インタフェースを提供するように構成されてもよい。特に、いくつかのシナリオでは、ｅ
ＳＩＭサーバは、クライアントポータルサーバ及び／又はアクセスサーバなどの信頼でき
るネットワークエンティティとのみ通信するように構成されてもよい。クライアントポー
タルサーバは、キャリアによって、キャリアのエージェントによって、又は第三者エンテ
ィティによってホストされてもよい。
【０１１０】
　クライアントポータルサーバ及びｅＳＩＭサーバを提供及びホストすることによって、
第三者エンティティは、キャリアネットワーク上で動作可能なｅＳＩＭのプロビジョニン
グを提供することができるとともに、前の既存のキャリアネットワークへのキャリアによ
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ってなされた変更を減少させる。
【０１１１】
　通信５０２～５１２は、図４の通信４０２～４１２と同様であってもよく、通信４０２
～４１２の各々の説明が、変更するところは変更して通信５０２～５１２に適用されても
よい。
【０１１２】
　プライマリデバイスは、クライアントポータルサーバにｅＩＣＣＩＤ予約バインド命令
（Reserve and Bind eICCID instruction）５１４を送信してもよい。ｅＩＣＣＩＤ予約
バインド命令５１４は、選択されたサービスプランを識別することができる。ｅＩＣＣＩ
Ｄ予約命令バインド５１４はまた任意選択で、予約されることになるｅＩＣＣＩＤがマル
チＳＩＭ機能をサポートするように構成されたｅＳＩＭと関連付けられるべきであること
のインジケーションを含んでもよい。ｅＩＣＣＩＤ予約バインド命令５１４はまた、例え
ば、１つ以上のＩＣＣＩＤ及び／又はＣＳＮを使用して、セカンダリデバイス及び／又は
プライマリデバイスを識別することができる。ｅＩＣＣＩＤ予約バインド命令５１４は、
５１２においてユーザ入力を受信したことに少なくとも部分的に応じて送信されてもよい
。
【０１１３】
　ｅＩＣＣＩＤ予約バインド命令５１４を受信したことに応じて、クライアントポータル
サーバは、ｅＳＩＭサーバにｅＩＣＣＩＤ予約命令５１６を送信してもよい。ｅＩＣＣＩ
Ｄ予約命令５１６は、例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ及び／又はＣＳＮを使用して、セカ
ンダリデバイス及び／又はプライマリデバイスを識別することができる。ｅＩＣＣＩＤ予
約命令５１６はまた、選択されたサービスプランを識別することができる。ｅＩＣＣＩＤ
予約命令５１６はまた任意選択で、予約されることになるｅＩＣＣＩＤがマルチＳＩＭ機
能をサポートするように構成されたｅＳＩＭと関連付けられるべきであることのインジケ
ーションを含んでもよい。ｅＩＣＣＩＤ予約命令５１６を受信したことに応じて、ｅＳＩ
Ｍサーバは、セカンダリデバイスに対するｅＩＣＣＩＤを予約してもよく、予約されたｅ
ＩＣＣＩＤは、選択されたサービスプランをサポートするように構成されたｅＳＩＭと関
連付けられている。ｅＳＩＭサーバは次いで、クライアントポータルサーバに、セカンダ
リデバイスに対してｅＩＣＣＩＤが予約されたことを確認応答する予約ＡＣＫ５１８を送
信してもよい。予約ＡＣＫ５１８は、予約されたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。
【０１１４】
　クライアントポータルサーバは、ｅＳＩＭサーバにｅＩＣＣＩＤバインド命令５２０を
送信してもよい。ｅＩＣＣＩＤバインド命令５２０は、セカンダリデバイス及び／又は予
約されたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。クライアントポータルサーバは、予約Ａ
ＣＫ５１８を受信したことに少なくとも部分的に応じて、ｅＩＣＣＩＤバインド命令５２
０を送信してもよい。ｅＩＣＣＩＤバインド命令５２０を受信したことに応じて、ｅＳＩ
Ｍサーバは、例えば、ｅＩＣＣＩＤをセカンダリデバイスのＣＳＮ又は他の識別子にバイ
ンドすることによって、予約されたｅＩＣＣＩＤをセカンダリデバイスにバインドしても
よい。ｅＳＩＭは次いで、クライアントポータルサーバに、ｅＩＣＣＩＤがバインドされ
たことを確認応答するバインドＡＣＫ５２２を送信してもよい。バインドＡＣＫ５２２は
、バインドされたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。バインドＡＣＫ５２２は、ＵＲ
Ｌを含んでもよく、ＵＲＬから、バインドされたｅＩＣＣＩＤと関連付けられたｅＳＩＭ
をダウンロードすることができる。
【０１１５】
　クライアントポータルサーバは、プライマリデバイスに、ｅＩＣＣＩＤがバインドされ
たことを確認応答する予約バインドＡＣＫ５２４を送信してもよい。予約バインドＡＣＫ
５２４は、バインドされたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。クライアントポータル
は、バインドＡＣＫ５２２を受信したことに少なくとも部分的に応じて、予約バインドＡ
ＣＫ５２４を送信してもよい。予約バインドＡＣＫ５２４は、ＵＲＬを含んでもよく、Ｕ
ＲＬから、バインドされたｅＩＣＣＩＤと関連付けられたｅＳＩＭをダウンロードするこ



(23) JP 6647388 B2 2020.2.14

10

20

30

40

50

とができる。
【０１１６】
　プライマリデバイスは、アクセスサーバに、セカンダリデバイスに対するサービスプラ
ンをアクティブ化するプラン追加命令５２６を送信してもよい。例えば、プラン追加命令
５２６は、セカンダリデバイスに対するサービスプランをプライマリデバイスと関連付け
られた既存のアカウントに追加する命令を含んでもよい。プラン追加命令５２６は、例え
ば、ステップ５１２において選択されたサービスプランを識別することができる。加えて
又は代わりに、プラン追加命令５２６は、プライマリデバイス及びセカンダリデバイスに
対するマルチＳＩＭ機能を開始するインジケーションを含んでもよい。プラン追加命令５
２６はまた、例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ及び／又はＣＳＮを使用して、セカンダリデ
バイス及び／又はプライマリデバイスを識別することができ、また、バインドされたｅＩ
ＣＣＩＤを識別することができる。プラン追加命令５２６は、予約バインドＡＣＫ５２４
を受信したことに少なくとも部分的に応じて送信されてもよい。
【０１１７】
　アクセスサーバは、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムに、セカンダリデバイスに対するサ
ービスプランをアクティブ化するプランアクティブ化命令５２８を送信してもよい。例え
ば、プランアクティブ化命令５２８は、セカンダリデバイスに対するサービスプランをプ
ライマリデバイスと関連付けられた既存のアカウントに追加する命令を含んでもよい。プ
ランアクティブ化命令５２８は、選択されたサービスプランを識別することができる。加
えて又は代わりに、プランアクティブ化命令５２８は、プライマリデバイス及びセカンダ
リデバイスに対するマルチＳＩＭ機能を開始するインジケーションを含んでもよい。プラ
ンアクティブ化命令５２８はまた、例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ及び／又はＣＳＮを使
用して、セカンダリデバイス及び／又はプライマリデバイスを識別することができ、また
、バインドされたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。アクセスサーバは、プラン追加
命令５２６を受信したことに少なくとも部分的に応じて、プランアクティブ化命令５２８
を送信してもよい。
【０１１８】
　プランアクティブ化命令５２８を受信したことに応じて、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システ
ムは、セカンダリデバイスに対する選択されたサービスプランをアクティブ化してもよい
。例えば、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、選択されたサービスプランをプライマリデ
バイスと関連付けられた既存のアカウントに追加してもよい。加えて又は代わりに、ＨＳ
Ｓ／ＴＡＳ／課金システムは、プライマリデバイス及びセカンダリデバイスに対するマル
チＳＩＭ機能を開始してもよい。例えば、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、プライマリ
デバイス及びセカンダリデバイスの各々のＩＭＳＩ（又は他の識別子）を同一のＭＤＮに
マッピングしてもよい。ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは次いで、アクセスサーバに、選
択されたサービスプランがアクティブ化されたこと及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始さ
れたことを確認応答するアクティブ化ＡＣＫ５３０を送信してもよい。アクティブ化ＡＣ
Ｋ５３０は、ＵＲＬを含んでもよく、ＵＲＬから、バインドされたｅＩＣＣＩＤと関連付
けられたｅＳＩＭをダウンロードすることができる。
【０１１９】
　アクセスサーバは、プライマリデバイスに、サービスプランがセカンダリデバイスに対
してアクティブ化されたこと及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始されたことを確認応答す
るプラン追加ＡＣＫ５３２を送信してもよい。アクセスサーバは、アクティブ化ＡＣＫ５
３０を受信したことに少なくとも部分的に応じて、プラン追加ＡＣＫ５３２を送信しても
よい。プラン追加ＡＣＫ５３２は、例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ（例えば、予約された
ｅＩＣＣＩＤ）及び／又はＣＳＮを使用して、セカンダリデバイス及び／又はプライマリ
デバイスを識別することができる。プラン追加ＡＣＫ５３２はまた、ＵＲＬを含んでもよ
く、ＵＲＬから、バインドされたｅＩＣＣＩＤと関連付けられたｅＳＩＭをダウンロード
することができる。代わりに、レスポンス５０８においてなどの別のポイントにおいてＵ
ＲＬが提供されてもよく、又はプライマリデバイスのソフトウェア構成においてＵＲＬが
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事前定義されてもよい。
【０１２０】
　通信５３４、５３６、５３８及び５４０は、図４の通信４３０、４３２、４３４及び４
３６とそれぞれ同様であってもよく、通信４３０、４３２、４３４及び４３６の各々の説
明が、変更するところは変更して通信５３４、５３６、５３８及び５４０に適用されても
よい。
【０１２１】
　図４と同様に、図５の方法は、セカンダリデバイスがｅＳＩＭのその自身のプロビジョ
ニングを開始することを可能にするように適合されてもよい。
【０１２２】
　図５、及びそれについての前の説明は例示に過ぎず、様々なステップ又は通信が省略又
は再順序付けされてもよいことを理解するべきである。例えば、いくつかのシナリオでは
、例えば、１つのサービスプランのみがセカンダリデバイスに対して利用可能な場合、通
信５０２～５１０の一部又は全てが省略されてもよい。いくつかのそのようなシナリオで
は、５１２において受信されたユーザ命令は、通信５０２～５１０の送信なしに、１つの
利用可能なサービスプランに関してｅＩＣＣＩＤ予約バインド命令５１４の送信を開始し
てもよい。
【０１２３】
　別の例として、マルチＳＩＭ機能は、プライマリデバイス及びセカンダリデバイスに対
して開始されてもよく、セカンダリデバイスはマルチＳＩＭ対応ＳＩＭを既にプロビジョ
ニングされている。いくつかのそのようなシナリオでは、通信５０２～５１０、５１４～
５２４、及び５３４～５４０は省略されてもよい。例えば、５１２におけるユーザ入力に
よって、プライマリデバイスに、プランアクティブ化命令５２８につながるプラン追加命
令５２６を送信させることができる。上述したように、プラン追加命令５２６及びプラン
アクティブ化命令５２８は、マルチＳＩＭ機能を開始するインジケーションを含んでもよ
い。この例では、プラン追加命令５２６及びプランアクティブ化命令５２８は、新たなサ
ービスプランを追加するいかなる命令を含まなくてもよい。プランアクティブ化命令５２
８を受信したことに応じて、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、プライマリデバイス及び
セカンダリデバイスの各々のＩＭＳＩ（又は他の識別子）を同一のＭＤＮにマッピングす
ることによって、マルチＳＩＭ機能を開始してもよい。
【０１２４】
　図５がプライマリデバイスをスマートフォンとして、セカンダリデバイスをスマートウ
ォッチとして示しているが、それらの例は限定を意図していないことを理解するべきであ
る。プライマリデバイス及びセカンダリデバイスは、本明細書で定義されるそれらの全範
囲を有することが意図される。
　図６－ＳＭＳサーバを使用したｅＳＩＭのプロビジョニング又はマルチＳＩＭの開始
【０１２５】
　図６は、プライマリデバイス、セカンダリデバイス、ＳＭＳサーバ、電話アプリケーシ
ョンサーバ（ＴＡＳ）／課金システム、クライアントポータルサーバ、及びｅＳＩＭサー
バを含む通信システムに関連して送信される通信６０２～６４４を示す。通信６０２～６
４４の各々は、通信システムの示された要素の間で送信される１つ以上のメッセージを含
んでもよい。プライマリデバイス、セカンダリデバイス、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システム
、クライアントポータルサーバ、及びｅＳＩＭサーバは、図５に関して説明されてもよい
。ＳＭＳサーバは、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムへのアクセスを制御するように構成さ
れた１つ以上のサーバデバイスを含んでもよい。特に、ＳＭＳサーバは、インターネット
プロトコル（ＩＰ）ショートメッセージゲートウェイ（ＩＰ－ＳＭ－ＧＷ）を含んでもよ
く、ＳＭＳメッセージを受信及び処理するように構成されてもよい。ＳＭＳサーバは、セ
ルラサービスプロバイダなどのキャリアによって、又はキャリアのエージェントによって
ホストされてもよい。
【０１２６】
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　クライアントポータルサーバ及びｅＳＩＭサーバを提供及びホストすることによって、
第三者エンティティは、キャリアネットワーク上で動作可能なｅＳＩＭのプロビジョニン
グを提供することができ、前の既存のキャリアネットワークへのキャリアによってなされ
た変更を減少させる。より特化したアクセスサーバではなく、ＩＰ－ＳＭ－ＧＷなどのＳ
ＭＳサーバを利用することは更に、キャリアによってなされた変更、及びキャリアによっ
て被られる結果として生じるオーバヘッドを減少させることができる。
【０１２７】
　通信６０２～６１２は、図４の通信４０２～４１２と同様であってもよく、通信４０２
～４１２の各々の説明が、変更するところは変更して通信６０２～６１２に適用されても
よい。
【０１２８】
　プライマリデバイスは、クライアントポータルサーバに予約命令（Reserve instructio
n）６１４を送信してもよい。予約命令６１４は、選択されたサービスプランを識別する
ことができる。予約命令６１４はまた、例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ及び／又はＣＳＮ
を使用して、セカンダリデバイス及び／又はプライマリデバイスを識別することができる
。予約命令６１４は、６１２においてユーザ入力を受信したことに少なくとも部分的に応
じて送信されてもよい。
【０１２９】
　予約命令６１４を受信したことに応じて、クライアントポータルサーバは、ｅＳＩＭサ
ーバにｅＩＣＣＩＤ予約命令６１６を送信してもよい。ｅＩＣＣＩＤ予約命令６１６は、
例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ及び／又はＣＳＮを使用して、セカンダリデバイス及び／
又はプライマリデバイスを識別することができる。ｅＩＣＣＩＤ予約命令６１６はまた、
選択されたサービスプランを識別することができる。ｅＩＣＣＩＤ予約命令６１４はまた
任意選択で、予約されることになるｅＩＣＣＩＤがマルチＳＩＭ機能をサポートするよう
に構成されたｅＳＩＭと関連付けられるべきであることのインジケーションを含んでもよ
い。ｅＩＣＣＩＤ予約命令６１６を受信したことに応じて、ｅＳＩＭサーバは、セカンダ
リデバイスに対するｅＩＣＣＩＤを予約してもよく、予約されたｅＩＣＣＩＤは、選択さ
れたサービスプランをサポートするように構成されたｅＳＩＭと関連付けられている。ｅ
ＳＩＭサーバは次いで、クライアントポータルサーバに、セカンダリデバイスに対してｅ
ＩＣＣＩＤが予約されたことを確認応答する予約ＡＣＫ６１８を送信してもよい。予約Ａ
ＣＫ６１８は、予約されたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。
【０１３０】
　クライアントポータルサーバは、プライマリデバイスに、ｅＩＣＣＩＤがバインドされ
たことを確認応答する予約ＡＣＫ６２０を送信してもよい。予約ＡＣＫ６２０は、バイン
ドされたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。クライアントポータルは、予約ＡＣＫ６
１８を受信したことに少なくとも部分的に応じて、予約ＡＣＫ６２０を送信してもよい。
【０１３１】
　プライマリデバイスは、ＳＭＳサーバに、セカンダリデバイスに対するサービスプラン
をアクティブ化するインジケーションを含むプラン追加ＳＭＳ（Add Plan SMS）６２２を
送信してもよい。例えば、プラン追加ＳＭＳ６２２は、セカンダリデバイスに対するサー
ビスプランをプライマリデバイスと関連付けられた既存のアカウントに追加するインジケ
ーションを含んでもよい。プラン追加ＳＭＳ６２２は、選択されたサービスプランを識別
することができる。加えて又は代わりに、プラン追加ＳＭＳ６２２は、プライマリデバイ
ス及びセカンダリデバイスに対するマルチＳＩＭ機能を開始するインジケーションを含ん
でもよい。プラン追加ＳＭＳ６２２はまた、例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ及び／又はＣ
ＳＮを使用して、セカンダリデバイス及び／又はプライマリデバイスを識別することがで
き、予約されたｅＩＣＣＩＤを更に含んでもよい。プラン追加ＳＭＳ６２２は、モバイル
発信（ＭＯ）バックグランド（例えば、クラス０）ＳＭＳであってもよい。プラン追加Ｓ
ＭＳ６２２は、予約ＡＣＫ６２０を受信したことに少なくとも部分的に応じて送信されて
もよい。
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【０１３２】
　ＳＭＳサーバは、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムに、セカンダリデバイスに対するサー
ビスプランをアクティブ化するプランアクティブ化命令６２４を送信してもよい。例えば
、プランアクティブ化命令６２４は、セカンダリデバイスに対するサービスプランをプラ
イマリデバイスと関連付けられた既存のアカウントに追加する命令を含んでもよい。プラ
ンアクティブ化命令６２４は、選択されたサービスプランを識別することができる。加え
て又は代わりに、プランアクティブ化命令５２８は、プライマリデバイス及びセカンダリ
デバイスに対するマルチＳＩＭ機能を開始するインジケーションを含んでもよい。プラン
アクティブ化命令６２４はまた、例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ及び／又はＣＳＮを使用
して、セカンダリデバイス及び／又はプライマリデバイスを識別することができ、また、
バインドされたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。ＳＭＳサーバは、プラン追加ＳＭ
Ｓ６２２を受信したことに少なくとも部分的に応じて、プランアクティブ化命令６２４を
送信してもよい。
【０１３３】
　プランアクティブ化命令６２４を受信したことに応じて、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システ
ムは、セカンダリデバイスに対する選択されたサービスプランをアクティブ化してもよい
。例えば、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、選択されたサービスプランをプライマリデ
バイスと関連付けられた既存のアカウントに追加してもよい。加えて又は代わりに、ＨＳ
Ｓ／ＴＡＳ／課金システムは、プライマリデバイス及びセカンダリデバイスに対するマル
チＳＩＭ機能を開始してもよい。例えば、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、プライマリ
デバイス及びセカンダリデバイスの各々のＩＭＳＩ（又は他の識別子）を同一のＭＤＮに
マッピングしてもよい。ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは次いで、アクセスサーバに、選
択されたサービスプランがアクティブ化されたこと及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始さ
れたことを確認応答するアクティブ化ＡＣＫ６２６を送信してもよい。アクティブ化ＡＣ
Ｋ６２６は、ＵＲＬを含んでもよく、ＵＲＬから、バインドされたｅＩＣＣＩＤと関連付
けられたｅＳＩＭをダウンロードすることができる。
【０１３４】
　ＳＭＳサーバは、プライマリデバイスに、サービスプランがセカンダリデバイスに対し
てアクティブ化されたこと及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始されたことを確認応答する
プランアクティブ化済みＳＭＳ（Plan Activated SMS）６２８を送信してもよい。ＳＭＳ
サーバは、アクティブ化ＡＣＫ６２６を受信したことに少なくとも部分的に応じて、プラ
ンアクティブ化済みＳＭＳ６２８を送信してもよい。プランアクティブ化済みＳＭＳ６２
８は、例えば、１つ以上のＩＣＣＩＤ（例えば、予約されたｅＩＣＣＩＤ）及び／又はＣ
ＳＮを使用して、セカンダリデバイス及び／又はプライマリデバイスを識別することがで
きる。プランアクティブ化済みＳＭＳ６２８はまた、ＵＲＬを含んでもよく、ＵＲＬから
、バインドされたｅＩＣＣＩＤと関連付けられたｅＳＩＭをダウンロードすることができ
る。代わりに、レスポンス６０８においてなどの別のポイントにおいてＵＲＬが提供され
てもよく、又はプライマリデバイスのソフトウェア構成においてＵＲＬが事前定義されて
もよい。プランアクティブ化済みＳＭＳ６２８は、モバイル終端（ＭＴ）バックグランド
（例えば、クラス０）ＳＭＳであってもよい。
【０１３５】
　プライマリデバイスは、クライアントポータルサーバにバインド命令６３０を送信して
もよい。バインド命令６３０は、プライマリデバイス、セカンダリデバイス及び／又は予
約されたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。プライマリデバイスは、プランアクティ
ブ化済みＳＭＳ６２８を受信したことに少なくとも部分的に応じて、バインド命令６３０
を送信してもよい。
【０１３６】
　クライアントポータルサーバは、ｅＳＩＭサーバにｅＩＣＣＩＤバインド命令６３２を
送信してもよい。ｅＩＣＣＩＤバインド命令６３２は、セカンダリデバイス及び／又は予
約されたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。クライアントポータルサーバは、バイン



(27) JP 6647388 B2 2020.2.14

10

20

30

40

50

ド命令６３０を受信したことに少なくとも部分的に応じて、ｅＩＣＣＩＤバインド命令６
３２を送信してもよい。ｅＩＣＣＩＤバインド命令６３２を受信したことに応じて、ｅＳ
ＩＭサーバは、例えば、ｅＩＣＣＩＤをセカンダリデバイスのＣＳＮ又は他の識別子にバ
インドすることによって、予約されたｅＩＣＣＩＤをセカンダリデバイスにバインドして
もよい。ｅＳＩＭは次いで、クライアントポータルサーバに、ｅＩＣＣＩＤがバインドさ
れたことを確認応答するバインドＡＣＫ６３４を送信してもよい。バインドＡＣＫ６３４
は、バインドされたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。バインドＡＣＫ６３４はまた
、ＵＲＬを含んでもよく、ＵＲＬから、バインドされたｅＩＣＣＩＤと関連付けられたｅ
ＳＩＭをダウンロードすることができる。
【０１３７】
　クライアントポータルサーバは、プライマリデバイスに、ｅＩＣＣＩＤがバインドされ
たことを確認応答するバインドＡＣＫ６３６を送信してもよい。バインドＡＣＫ６３６は
、バインドされたｅＩＣＣＩＤを識別することができる。バインドＡＣＫ６３６はまた、
ＵＲＬを含んでもよく、ＵＲＬから、バインドされたｅＩＣＣＩＤと関連付けられたｅＳ
ＩＭをダウンロードすることができる。クライアントポータルは、バインドＡＣＫ６３４
を受信したことに少なくとも部分的に応じて、バインドＡＣＫ６３６を送信してもよい。
【０１３８】
　通信６３８、６４０、６４２及び６４４は、図４の通信４３０、４３２、４３４及び４
３６とそれぞれ同様であってもよく、通信４３０、４３２、４３４及び４３６の各々の説
明が、変更するところは変更して通信６３８、６４０、６４２及び６４４に適用されても
よい。
【０１３９】
　図５及び図６は、同様のネットワーク構造であるが、異なるサービスフローを示すこと
に留意されてもよい。特に、図５は、プランアクティブ化命令がキャリアを通じてＨＳＳ
／ＴＡＳ／課金システムに送信される前にｅＩＣＣＩＤが予約及びバインドの両方がされ
る実施形態を示す。一方、図６は、プランアクティブ化命令が予約されているｅＩＣＣＩ
ＤとバインドされているｅＩＣＣＩＤとの間でキャリアを通じてＨＳＳ／ＴＡＳ／課金シ
ステムに送信される実施形態を示す。それらの２つのサービスフローのいずれかがアクセ
スサーバ（図５にある）又はＳＭＳサーバ（図６にある）と共に適用されてもよいことを
認識するべきである。
【０１４０】
　図４と同様に、図６の方法は、セカンダリデバイスがｅＳＩＭのその自身のプロビジョ
ニングを開始することを可能にするように適合されてもよい。
【０１４１】
　図６、及びそれについての前の説明は例示に過ぎず、様々なステップ又は通信が省略又
は再順序付けされてもよいことを理解するべきである。例えば、いくつかのシナリオでは
、例えば、１つのサービスプランのみがセカンダリデバイスに対して利用可能な場合、通
信６０２～６１０の一部又は全てが省略されてもよい。いくつかのそのようなシナリオで
は、６１２において受信されたユーザ命令は、通信６０２～６１０の送信なしに、１つの
利用可能なサービスプランに関して予約命令６１４の送信を開始してもよい。
【０１４２】
　別の例として、マルチＳＩＭ機能は、プライマリデバイス及びセカンダリデバイスに対
して開始されてもよく、セカンダリデバイスはマルチＳＩＭ対応ＳＩＭを既にプロビジョ
ニングされている。いくつかのそのようなシナリオでは、通信５０２～５１０、６１４～
６２０、６３０～６３６、及び６３８～６４４は省略されてもよい。例えば、６１２にお
けるユーザ入力によって、プライマリデバイスに、プランアクティブ化命令６２４につな
がるプラン追加ＳＭＳ６２２を送信させることができる。上述したように、プラン追加Ｓ
ＭＳ６２２及びプランアクティブ化命令６２４は、マルチＳＩＭ機能を開始するインジケ
ーションを含んでもよい。この例では、プラン追加ＳＭＳ６２２及びプランアクティブ化
命令６２４は、新たなサービスプランを追加するいかなる命令を含まなくてもよい。プラ
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ンアクティブ化命令６２４を受信したことに応じて、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、
例えば、プライマリデバイス及びセカンダリデバイスの各々のＩＭＳＩ（又は他の識別子
）を同一のＭＤＮにマッピングすることによって、マルチＳＩＭ機能を開始してもよい。
【０１４３】
　図６がプライマリデバイスをスマートフォンとして、セカンダリデバイスをスマートウ
ォッチとして示しているが、それらの例は限定を意図していないことを理解するべきであ
る。プライマリデバイス及びセカンダリデバイスは、本明細書で定義されるそれらの全範
囲を有することが意図される。
　図７－拡張クライアントポータルサーバを使用したｅＳＩＭのプロビジョニング又はマ
ルチＳＩＭの開始
【０１４４】
　図７は、プライマリデバイス、セカンダリデバイス、アクセスサーバ、電話アプリケー
ションサーバ（ＴＡＳ）／課金システム、クライアントポータルサーバ、及びｅＳＩＭサ
ーバを含む通信システムに関連して送信される通信７０２～７４８を示す。通信７０２～
７４８の各々は、通信システムの示された要素の間で送信される１つ以上のメッセージを
含んでもよい。図５に関して実質的に議論されたように、示される要素の各々が定義され
てもよく、動作してもよい。しかしながら、図７の例では、クライアントポータルサーバ
は、セカンダリデバイスに対するサービスプランをアクティブ化し、マルチＳＩＭ機能を
開始する際に追加の機能を実行するように更に構成されてもよい。それらの機能を実行す
るようにクライアントポータルサーバを構成することによって、図７の例は、図５の例と
比較して、プライマリデバイスに対する処理及び通信負荷を削減することができる。
【０１４５】
　７０２において、プライマリデバイスは、セカンダリデバイスに対するセルラ機能を開
始する要求を示す入力をユーザから受信してもよい。例えば、７０２の入力は、セカンダ
リデバイスに対するセルラサービスプランをアクティブ化し、ｓＳＩＭをセカンダリデバ
イスにプロビジョニングし、及び／又はプライマリデバイスとセカンダリデバイスとの間
でマルチＳＩＭ機能を開始することを要求してもよい。７０２の入力はまた、それに対し
てｅＳＩＭが動作するべきキャリアネットワークを示すことができる。通信７０２、又は
同等の通信は、それらの図に示されないが、図４～６の前の例のいずれかの開始に含まれ
てもよいことを理解するべきである。
【０１４６】
　プライマリデバイスは、例えば、７０２のユーザ入力に応じて、アクセスサーバに、も
しあれば、どのセカンダリデバイスがプライマリデバイス（若しくはプライマリデバイス
の特定のＳＩＭ）とのマルチＳＩＭ機能に対して現在構成されていること（若しくはいく
つかのシナリオでは、前に構成されていたこと）、及び／又はどのセカンダリデバイスが
プライマリデバイス（若しくはプライマリデバイスの特定のＳＩＭ）とサービスプランを
現在共有していることに関する情報についてのクエリ７０４を送信してもよい。クエリ７
０４は、ＩＣＣＩＤ又はＩＭＳＩなどの、プライマリデバイス及び／又はプライマリデバ
イスのＳＩＭの識別子を含んでもよい。
【０１４７】
　クエリ７０４を受信したことに応じて、アクセスサーバは、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金シス
テムにクエリ７０６を送信してもよく、それは、クエリ７０４に従って、ＨＳＳ／ＴＡＳ
／課金システムに、プライマリデバイスと関連付けられたセカンダリデバイスに関する情
報についての要求を中継してもよい。
【０１４８】
　クエリ７０６を受信したことに応じて、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、要求された
情報を識別してもよく、アクセスサーバにレスポンス７０８を提供してもよい。例えば、
レスポンス７０８は、プライマリデバイスとのマルチＳＩＭ機能に対して現在構成されて
おり、及び／又はプライマリデバイスとサービスプランを現在共有しているゼロ以上のセ
カンダリデバイスのリストを含んでもよい。いくつかのシナリオでは、レスポンス７０８
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は、第２のデバイスのＣＳＮによって、及び／又はＣＳＮと関連付けられたＳＩＭのＩＣ
ＣＩＤ（例えば、ｅＳＩＭのｅＩＣＣＩＤ）によってリストに含まれるセカンダリデバイ
スを識別することができる。いくつかのシナリオでは、ゼロ以上のセカンダリデバイスの
リストは、通信７０２において指定されたキャリアネットワーク上でプライマリデバイス
とのマルチＳＩＭ機能に対して現在構成されており、及び／又はプライマリデバイスとサ
ービスプランを現在共有しているセカンダリデバイスのみを含んでもよい。
【０１４９】
　レスポンス７０８を受信したことに応じて、アクセスサーバは、プライマリデバイスに
レスポンス７１０を送信してもよく、それは、クエリ７０４に従って、プライマリデバイ
スに、例えば、ゼロ以上のセカンダリデバイスを含む、プライマリデバイスと関連付けら
れたセカンダリデバイスに関する情報を中継してもよい。
【０１５０】
　レスポンス７１０を受信したことに応じて、プライマリデバイスは、セカンダリデバイ
スがプライマリデバイスとのマルチＳＩＭ機能に対して既に構成されており、及び／又は
プライマリデバイスとサービスプランを現在共有していることをレスポンス７１０が示す
かを判定してもよい。例えば、プライマリデバイスは、セカンダリデバイスのＣＳＮ及び
／若しくは関連するＩＣＣＩＤ、又は他の識別子がゼロ以上のセカンダリデバイスのリス
トに含まれるかを判定してもよい。
【０１５１】
　プライマリデバイスが、セカンダリデバイスがプライマリデバイスとのマルチＳＩＭ機
能に対して既に構成されており、及び／又はプライマリデバイスとサービスプランを現在
共有していることをレスポンス７１０が示すと判定する場合、プライマリデバイスは次い
で、手順を終了してもよく、いくつかのシナリオでは、ユーザに通知してもよい。
【０１５２】
　プライマリデバイスが、セカンダリデバイスがプライマリデバイスとのマルチＳＩＭ機
能に対して既に構成されており、及び／又はプライマリデバイスとサービスプランを現在
共有していることをレスポンス７１０が示すと判定する場合、プライマリデバイスは次い
で、アクセスサーバに、セカンダリデバイスに対するセルラサインアップを開始する開始
要求７１２を送信してもよい。
【０１５３】
　通信７０４～７１０、又は同等の通信は、それらの図に示されないが、図４～６の前の
例のいずれかの開始に含まれてもよいことを理解するべきである。特に、ステップ４０２
、５０２、又は６０２は、いくつかのシナリオでは、通信７０２～７１０に続いて、セカ
ンダリデバイスがプライマリデバイスとのマルチＳＩＭ機能に対して未だ構成されておら
ず、及び／又はプライマリデバイスとサービスプランを現在共有していないことをレスポ
ンス７１０が示すとプライマリデバイスが判定したことに応じて実行されてもよい。
【０１５４】
　開始要求７１２は、セカンダリデバイスに対するセルラサービスプランをアクティブ化
する要求、並びに／又はｅＳＩＭをセカンダリデバイスにプロビジョニングする手順及び
／若しくはプライマリデバイスとセカンダリデバイスとの間でマルチＳＩＭ機能を開始す
る手順を開始する要求を含んでもよい。
【０１５５】
　開始要求７１２を受信したことに応じて、アクセスサーバは、プライマリデバイスにサ
インアップ情報メッセージ７１４を送信してもよい。サインアップ情報メッセージ７１４
は、要求されたセルラサインアップ手順を進行させるための情報を含んでもよい。例えば
、サインアップ情報メッセージ７１４は、クライアントポータルサーバのＵＲＬ又は他の
アドレスを含んでもよい。サインアップ情報メッセージ７１４は、例えば、アクセスサー
バを介した、プライマリデバイスとセルラネットワークとの間の既存の通信セッションに
関するセッションデータを更に含んでもよい。
【０１５６】
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　更に、開始要求７１２を受信したことに応じて、アクセスサーバは、７１６において、
クライアントポータルサーバに、プライマリデバイスとセルラネットワークとの間の既存
の通信セッションに関するセッションデータを提供してもよい。７１６においてクライア
ントポータルサーバに通信されるセッションデータは、サインアップ情報メッセージ７１
４に含まれるものと同一であってもよく、又は異なる／追加のセッション情報を含んでも
よい。いくつかのシナリオでは、共有メモリ（図示せず）は、アクセスサーバ及びクライ
アントポータルサーバの両方にアクセス可能であってもよい。そのようなシナリオでは、
通信７１６は、アクセスサーバがセッションデータを共有メモリに記憶すること、及びク
ライアントポータルサーバがセッションデータを共有メモリから取り出すことを含んでも
よい。いくつかのシナリオでは、クライアントポータルサーバは、例えば、プライマリデ
バイスがクライアントポータルサーバとの通信セッションを継続することを要求する、プ
ライマリデバイスからの通信に応じてなど、後にセッションデータを共有メモリから取り
出してもよい。通信７１６は、他のときにおけるアクセスサーバとクライアントポータル
サーバとの間でセッションデータ又は他の情報の追加の受け渡しを含んでもよい。
【０１５７】
　サインアップ情報メッセージ７１４を受信したことに応じて、プライマリデバイスは、
クライアントポータルサーバにポータル要求７１８を送信してもよい。ポータル要求７１
８は、７０２において示されたセカンダリデバイスに対するセルラ機能を開始する要求に
関する情報を含んでもよい。ポータル要求７１８は、サインアップ情報メッセージ７１４
に含まれるセッション情報を更に含んでもよい。いくつかのシナリオでは、ポータル要求
７１８に含まれるセッション情報は、プライマリデバイスとセルラネットワークとの間の
通信セッションを識別することができ、それによって、クライアントポータルサーバが通
信セッションに関する追加のセッション情報をアクセスサーバから取り出す（例えば、共
有メモリを介して）ことが可能になる。
【０１５８】
　ポータル要求７１８を受信したことに応じて、クライアントポータルサーバは、プライ
マリデバイスにポータルコンテンツ７２０を送信してもよい。ポータルコンテンツは、セ
ルラサインアップ処理に関する情報を提示するための、ＨＴＭＬコード又は他のマークア
ップ言語コードなどのコードを含んでもよい。
【０１５９】
　ポータルコンテンツ７２０を受信したことに応じて、プライマリデバイスは、７２２に
おいて、例えば、ウェブブラウザにおいて、ポータルコンテンツをユーザに表示してもよ
い。プライマリデバイスは次いで、ユーザ入力７２４を受信してもよく、ユーザ入力を同
意メッセージ７２６として渡してもよい。
【０１６０】
　７２２において表示されたポータルコンテンツは、図４に関連して、４１０において説
明されたものと形式及び内容において同様又は同一であってもよい。例えば、プライマリ
デバイスは、セカンダリデバイスに対して利用可能なサービスプランのリスト並びに／又
は契約条項及び条件などの他の情報を含むグラフィカルユーザインタフェースを表示して
もよい。同様に、７２４において受信されたユーザ入力は、４１２において説明されたも
のと形式及び内容において同様又は同一であってもよい。例えば、ユーザ入力７２４は、
利用可能なサービスプランのうちの１つを選択し、条項及び条件を受け付けるなどをする
ことができる。加えて、通信７２２及び７２４は、通信７１０及び７１２と同一の方式で
反復的であってもよい。
【０１６１】
　しかしながら、図４の例とは対照的に、図７の例では、プライマリデバイスは、クライ
アントポータルサーバとユーザとの間でこの双方向インタフェースを提供する際に単にシ
ンクライアントとしての機能を果たしてもよい。例えば、図４の例では、プライマリデバ
イスは、アクセスサーバから受信された生の情報に基づいてユーザインタフェースを生成
してもよく、図７の例では、クライアントポータルサーバは、そのようなユーザインタフ
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ェースを生成してもよく、ユーザインタフェースを定義したコードをポータルコンテンツ
７２０として通信してもよい。プライマリデバイスは次いで、ポータルコンテンツ７２０
に含まれるコードによって定義されたユーザインタフェースをレンダリングしてもよい（
例えば、ウェブブラウザにおいて）。同様に、プライマリデバイスは、生のユーザ入力７
２４を同意メッセージ７２６としてクライアントポータルサーバに渡してもよい。それゆ
え、プライマリデバイスは、サービスプランに関する知識などの、ユーザインタフェース
において提示された情報に関する知識を受信又は処理する必要がない。
【０１６２】
　加えて、このようにして、サービスプランをアクティブ化し、ｅＳＩＭをセカンダリデ
バイスにプロビジョニングし、及び／又はプライマリデバイスとセカンダリデバイスとの
間でマルチＳＩＭ機能を開始する処理からプライマリデバイスを大きく除去することがで
きる。そのような処理を実行する機能的ステップの多くは代わりに、以下のようにクライ
アントポータルサーバによって実施されてもよい。
【０１６３】
　いくつかのシナリオでは、同意メッセージ７２６を受信したことに応じて、クライアン
トポータルサーバは、セカンダリデバイスに対するｅＳＩＭのｅＩＣＣＩＤを予約及びバ
インドしてもよい。特に、クライアントポータルサーバは、ｅＳＩＭサーバに、図５に関
して開示されたような、ｅＩＣＣＩＤ予約命令５１６と同様又は同一であることができる
ｅＩＣＣＩＤ予約命令７２８を送信してもよい。それに応じて、ｅＳＩＭサーバは、クラ
イアントポータルサーバに、予約ＡＣＫ５１８と同様又は同一であることができる予約Ａ
ＣＫ７３０を送信してもよい。クライアントポータルサーバは次いで、ｅＳＩＭサーバに
、ｅＩＣＣＩＤバインド命令５２０と同様又は同一であることができるｅＩＣＣＩＤバイ
ンド命令７３２を送信してもよく、それに応じて、ｅＳＩＭサーバは、クライアントポー
タルサーバに、バインドＡＣＫ５２２と同様又は同一であることができるバインドＡＣＫ
７３４を送信してもよい。
【０１６４】
　他のシナリオでは、同意メッセージ７２６及び／又はセッション情報７１６は、セカン
ダリデバイスが既にｅＳＩＭをプロビジョニングされたことを示すことができる。そのよ
うなシナリオでは、ステップ７２８～７３４が省略されてもよい。
【０１６５】
　ｅＩＣＣＩＤがセカンダリデバイスに対してバインドされると（例えば、バインドＡＣ
Ｋ７３４に応じて）、クライアントポータルサーバは、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムに
、セカンダリデバイスに対するサービスプランをアクティブ化し、及び／又はプライマリ
デバイスとセカンダリデバイスとの間でマルチＳＩＭ機能を開始するプラン追加命令７３
６を送信してもよい。プラン追加命令７３６は、図５の例にあるように、プラン追加命令
７３６が、アクセスサーバを通じてプライマリデバイスによってＨＳＳ／ＴＡＳ／課金シ
ステムに渡されるのではなく、クライアントポータルサーバによってＨＳＳ／ＴＡＳ／課
金システムに渡されてもよいことを除き、プラン追加命令５２６と同様又は同一であって
もよい。
【０１６６】
　プラン追加命令７３６を受信したことに応じて、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、セ
カンダリデバイスに対する選択されたサービスプランをアクティブ化してもよい。例えば
、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、選択されたサービスプランをプライマリデバイスと
関連付けられた既存のアカウントに追加してもよい。加えて又は代わりに、ＨＳＳ／ＴＡ
Ｓ／課金システムは、プライマリデバイスとセカンダリデバイスとの間でマルチＳＩＭ機
能を開始してもよい。例えば、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、プライマリデバイス及
びセカンダリデバイスの各々のＩＭＳＩ（又は他の識別子）を同一のＭＤＮにマッピング
してもよい。ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは次いで、アクセスサーバに、選択されたサ
ービスプランがアクティブ化されたこと及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始されたことを
確認応答するアクティブ化ＡＣＫ７３８を送信してもよい。アクティブ化ＡＣＫ７３８は
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、ＵＲＬ又は他のアドレスを含んでもよく、それらから、バインドされたｅＩＣＣＩＤと
関連付けられたｅＳＩＭをダウンロードすることができる。
【０１６７】
　クライアントポータルサーバは、例えば、アクティブ化ＡＣＫ７３８を受信したことに
応じて、プライマリデバイスにサインアップ完了ＡＣＫ（Signup Completion ACK）７４
０を送信してもよい。サインアップ完了ＡＣＫ７４０は、サービスプランがセカンダリデ
バイスに対してアクティブ化されたこと及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始されたことを
確認応答することができる。サインアップ完了ＡＣＫ７４０は、バインドされたｅＩＣＣ
ＩＤのインジケーション及び／又はＵＲＬ若しくは他のアドレスを更に含んでもよく、そ
れらから、バインドされたｅＩＣＣＩＤと関連付けられたｅＳＩＭをダウンロードするこ
とができる。
【０１６８】
　通信７４２、７４４及び７４６は、図４の通信４３０、４３２、及び４３４とそれぞれ
同様であってもよく、通信４３０、４３２及び４３４の各々の説明が、変更するところは
変更して通信７４２、７４４及び７４６に適用されてもよい。
【０１６９】
　図４と同様に、図７の方法は、セカンダリデバイスがｅＳＩＭのその自身のプロビジョ
ニングを開始することを可能にするように適合されてもよい。
【０１７０】
　図７、及びそれについての前の説明は例示に過ぎず、様々なステップ又は通信が省略又
は再順序付けされてもよいことを理解するべきである。
【０１７１】
　図７がプライマリデバイスをスマートフォンとして、セカンダリデバイスをスマートウ
ォッチとして示しているが、それらの例は限定を意図していないことを理解するべきであ
る。プライマリデバイス及びセカンダリデバイスは、本明細書で定義されるそれらの全範
囲を有することが意図される。
　図８－修正されたｅＳＩＭサーバを使用したｅＳＩＭのプロビジョニング又はマルチＳ
ＩＭの開始
【０１７２】
　図８は、プライマリデバイス、セカンダリデバイス、アクセスサーバ、電話アプリケー
ションサーバ（ＴＡＳ）／課金システム、クライアントポータルサーバ、及びｅＳＩＭサ
ーバを含む通信システムに関連して送信される通信８０２～８４２を示す。通信８０２～
８４２の各々は、通信システムの示された要素の間で送信される１つ以上のメッセージを
含んでもよい。図７に関して実質的に議論されたように、示される要素の各が定義されて
もよく、動作してもよい。しかしながら、図８の例では、ｅＳＩＭサーバは、セカンダリ
デバイスに対するｅＩＣＣＩＤの自動割り当てを実行するように更に構成されてもよい。
【０１７３】
　通信８０２～８１０は、図７の通信７０２～７１０と同様であってもよく、通信７０２
～７１０の各々の説明が、変更するところは変更して通信８０２～８１０に適用されても
よい。
【０１７４】
　レスポンス８１０を受信したことに応じて、プライマリデバイスは、セカンダリデバイ
スにｅＳＩＭダウンロード命令８１２を送信してもよい。ｅＳＩＭダウンロード命令８１
２は、ｅＳＩＭをｅＳＩＭサーバから取得するようにセカンダリデバイスに命令すること
ができる。ｅＳＩＭダウンロード命令８１２は、それに対してｅＳＩＭが動作可能である
べきキャリアネットワークのインジケーションを含んでもよく、それは、例えば、８０２
において、プライマリデバイスに提供されていてもよい。セカンダリデバイスがキャリア
ネットワーク上で通信のためにｅＳＩＭを未だプロビジョニングされていないので、プラ
イマリデバイスは、いくつかのシナリオでは、ＷＬＡＮネットワーク又はＢｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ接続などの短距離通信接続などのセカンダリ通信チャネルを介してｅＳＩＭダウンロ
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ード命令８１２を送信してもよい。
【０１７５】
　ｅＳＩＭダウンロード命令８１２を受信したことに応じて、セカンダリデバイスは、ｅ
ＳＩＭサーバに、セカンダリデバイスの識別子、例えば、セカンダリデバイスのＣＳＮを
含むことができるダウンロード開始命令８１４を送信してもよい。ダウンロード開始命令
８１４は、プライマリデバイスの識別子及び／若しくはプライマリデバイスのＳＩＭを更
に含んでもよく、並びに／又はそれに対してセカンダリデバイスに対してプロビジョニン
グされることになるｅＳＩＭが動作可能であるべきキャリアネットワークのインジケーシ
ョンも含んでもよい。ダウンロード開始命令８１４は、セカンダリデバイスが現在インス
トールされているｅＳＩＭのリスト（例えば、ｅＩＣＣＩＤ又はｅＳＩＭと関連付けられ
た他の識別子のリスト）を更に含んでもよい。
【０１７６】
　ダウンロード開始命令８１４を受信したことに応じて、ｅＳＩＭサーバは、ｅＳＩＭが
セカンダリデバイスにバインドされているが（例えば、ｅＩＣＣＩＤがセカンダリデバイ
スのＣＳＮ又は他の識別子にバインドされているか）、セカンダリデバイスに未だインス
トールされていない（例えば、ダウンロード開始命令８１４に含まれるインストールされ
たｅＳＩＭのリストに含まれていない）かを判定してもよい。いくつかのシナリオでは、
ｅＳＩＭサーバは、より具体的に、ダウンロード開始命令８１４において指定されたキャ
リアネットワークにおける使用のために、ｅＳＩＭがセカンダリデバイスにバインドされ
ているが、インストールされていないかを判定してもよい。
【０１７７】
　アンインストールされたｅＳＩＭがセカンダリデバイスにバインドされている（例えば
、指定されたキャリアネットワークにおける使用のために）とｅＳＩＭサーバが判定する
場合、ｅＳＩＭサーバは次いで、セカンダリデバイスに、セカンダリデバイスにバインド
されたｅＳＩＭを含むｅＳＩＭペイロード８１８を送信してもよい。ｅＳＩＭは、例えば
、図４～７のいずれかに図示された手順を通じてバインドされていてもよい。
【０１７８】
　アンインストールされたｅＳＩＭがセカンダリデバイスにバインドされていない（例え
ば、指定されたキャリアネットワークにおける使用のために）とｅＳＩＭサーバが判定す
る場合、ｅＳＩＭサーバは次いで、指定されたキャリアネットワークがｅＩＣＣＩＤの自
動割り当てをサポートするかを判定してもよい。指定されたキャリアネットワークがｅＩ
ＣＣＩＤの自動割り当てをサポートするとｅＳＩＭサーバが判定する場合、ｅＳＩＭサー
バは次いで、８１６において、明確な予約要求又はバインド要求を受信せずに、指定され
たキャリアネットワークにおける使用のためにｅＩＣＣＩＤをセカンダリデバイスに自動
で割り当ててもよい。ｅＩＣＣＩＤがセカンダリデバイスに自動で割り当てられると、ｅ
ＳＩＭサーバは、セカンダリデバイスに、自動で割り当てられたｅＩＣＣＩＤと関連付け
られたｅＳＩＭを含むｅＳＩＭペイロード８１８を送信してもよい。
【０１７９】
　ｅＳＩＭペイロード８１８を受信したことに応じて、セカンダリデバイスは、８２０に
おいて、ｅＳＩＭペイロード８１８において受信されたｅＳＩＭをｅＵＩＣＣに記憶して
もよい。この段階において、セカンダリデバイスは、ｅＳＩＭをプロビジョニングされた
ことに成功している。しかしながら、セカンダリデバイスは、ｅＳＩＭがアクティブなサ
ービスプランと未だ関連付けられていないので、キャリアネットワーク上で通信のために
プロビジョニングされたＳＩＭを未だ使用していないことがある。セカンダリデバイスは
また、プライマリデバイスに対するｅＳＩＭを識別することができる。
【０１８０】
　ｅＳＩＭがセカンダリデバイスにプロビジョニングされると、プライマリデバイスは、
アクセスサーバに、セカンダリデバイスに対するセルラサインアップを開始する開始要求
８２２を送信してもよい。開始要求８２２がセカンダリデバイスにプロビジョニングされ
たｅＳＩＭをセルラネットワークに通知するためにプロビジョニングされたｅＳＩＭの識
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別子（例えば、ｅＩＣＣＩＤ）を含んでもよいことを除き、開始要求８２２は、図７の例
の開始要求７１２と同様又は同一であってもよい。
【０１８１】
　通信８２４～８３６は、図７の通信７１４～７２６と同様であってもよく、通信７１４
～７２６の各々の説明が、変更するところは変更して通信８２４～８３６に適用されても
よい。
【０１８２】
　ポータル要求８２６を受信したことに応じて、クライアントポータルサーバは、ＨＳＳ
／ＴＡＳ／課金システムに、セカンダリデバイスに対するサービスプランをアクティブ化
し、及び／又はプライマリデバイスとセカンダリデバイスとの間でマルチＳＩＭ機能を開
始するプラン追加命令８３８を送信してもよい。プラン追加命令８３８は、プラン追加命
令７３６と同様又は同一であってもよい。
【０１８３】
　プラン追加命令８３８を受信したことに応じて、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、セ
カンダリデバイスに対する選択されたサービスプランをアクティブ化してもよい。例えば
、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、選択されたサービスプランをプライマリデバイスと
関連付けられた既存のアカウントに追加してもよい。加えて又は代わりに、ＨＳＳ／ＴＡ
Ｓ／課金システムは、プライマリデバイスとセカンダリデバイスとの間でマルチＳＩＭ機
能を開始してもよい。例えば、ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは、プライマリデバイス及
びセカンダリデバイスの各々のＩＭＳＩ（又は他の識別子）を同一のＭＤＮにマッピング
してもよい。ＨＳＳ／ＴＡＳ／課金システムは次いで、アクセスサーバに、選択されたサ
ービスプランがアクティブ化されたこと及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始されたことを
確認応答するアクティブ化ＡＣＫ８４０を送信してもよい。
【０１８４】
　クライアントポータルサーバは、例えば、アクティブ化ＡＣＫ８４０を受信したことに
応じて、プライマリデバイスにサインアップ完了ＡＣＫ８４２を送信してもよい。サイン
アップ完了ＡＣＫ８４２は、サービスプランがセカンダリデバイスに対してアクティブ化
されたこと及び／又はマルチＳＩＭ機能が開始されたことを確認応答することができる。
【０１８５】
　この時点において、セカンダリデバイスにプロビジョニングされたｅＳＩＭは、アクテ
ィブなサービスプランと関連付けられており、キャリアネットワーク上で通信のために使
用されてもよい。プライマリデバイスは、セカンダリデバイスにプランのアクティブ化が
成功したことを通知してもよい。
【０１８６】
　図４と同様に、図８の方法は、セカンダリデバイスがｅＳＩＭのその自身のプロビジョ
ニングを開始することを可能にするように適合されてもよい。
【０１８７】
　図８、及びそれについての前の説明は例示に過ぎず、様々なステップ又は通信が省略又
は再順序付けされてもよいことを理解するべきである。
【０１８８】
　図８がプライマリデバイスをスマートフォンとして、セカンダリデバイスをスマートウ
ォッチとして示しているが、それらの例は限定を意図していないことを理解するべきであ
る。プライマリデバイス及びセカンダリデバイスは、本明細書で定義されるそれらの全範
囲を有することが意図される。
【０１８９】
　本開示の実施形態は、様々な形態のうちのいずれかで実現することができる。例えば、
いくつかの実施形態は、コンピュータにより実行される方法、コンピュータ可読記憶媒体
、又はコンピュータシステムとして実現することができる。他の実施形態は、ＡＳＩＣな
どのカスタム設計されたハードウェアデバイスの１つ以上を使用して、実現することがで
きる。更なる他の実施形態は、ＦＰＧＡなどのプログラム可能なハードウェア要素の１つ
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以上を使用して実現されてもよい。
【０１９０】
　いくつかの実施形態では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、プログラム命令及び
／又はデータを記憶するように構成することができ、プログラム命令は、コンピュータシ
ステムによって実行される場合には、コンピュータシステムに、方法、例えば、本明細書
で説明された方法の実施形態のうちのいずれか若しくは本明細書で説明された方法の実施
形態の任意の組み合わせ、又は本明細書で説明された方法の実施形態のうちのいずれかの
任意のサブセット若しくはこのようなサブセットの任意の組み合わせを実行させる。
【０１９１】
　いくつかの実施形態では、デバイス（例えば、ＵＥ１０６、セカンダリデバイス１０７
、又は図のいずれかにおいて示されたサーバ若しくはシステムのうちの１つ以上）は、プ
ロセッサ（又はプロセッサのセット）及び記憶媒体を含むように構成されていてもよく、
記憶媒体はプログラム命令を記憶し、プロセッサは、記憶媒体からプログラム命令を読み
出し、実行するように構成されており、プログラム命令は、方法、例えば、本明細書で説
明された様々な方法の実施形態のいずれか（或いは、本明細書で説明された方法の実施形
態の任意の組み合わせ、又は本明細書で説明された方法の実施形態のいずれかの任意のサ
ブセット、若しくはこのようなサブセットの任意の組み合わせ）を実施するために実行可
能である。デバイスは、様々な形態のうちのいずれかで実現されてもよい。
【０１９２】
　上記の実施形態は、かなり詳細に説明されているが、上記の開示が完全に理解されると
、当業者には、数多くの変形及び修正が明らかとなるであろう。以下の「特許請求の範囲
」は、そのような変形及び修正の全てを包含するように解釈されることを意図するもので
ある。

【図１】

【図２】

【図３】
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